
、一

ざ

奈良国立文化財研究所年報

１９７１

奈良国立。！〔:化財研究所



政王室波 'du. 船智i





平以宮jff定ti'1］次内袋（市から）

エl"Ji.lt宮H主定!'tl 2 次内哀東外手11礎石11：物（間から）



、 ァ氷山 田 両 添 削 毎 回附 図 作 時 叫 持 団一 （ E H7 0 ）



:.p.�え
’

I？；焼防法的建物料，！
t

i開

奈良 iLl53 号窯（右〕 l 号宍 ・ （左） II 号�



処JlJ!後 X紛i写J'.!; 処理jjij

兵庫県富山古墳11:lごと鉄地銀象｜炭金鍍金原頭大刀



、

目次

蕊藷饗鱗次内裏
口絵慈菖蕊灘識舗警建聯

小治田宮推定地庭園と古宮士壇

小治田宮推定地池・噂
藤原宮玉石池
平城宮博積基壇建物模型
奈良山53号窯
兵庫県宮山古墳出土鉄地銀象恢金渡金環頭大刀

はじめに……………………･……･･…………………･…･･………･……･…………………･…１

創建期東大寺大仏の比例的復原…………………………･…･………………………･………２

蔵王堂の渡海船額…･……･…………･………………………………………･･･………………６

彫刻・絵画の調査…………………………………………･………………･………………･…７

今井町の調査（３）……………………………………………………………･…･………･……８

石川県の民家調査…………･……･………………･………………………･…………･…･……１２

本瓦葺屋根の雨仕舞実験．．…………･……………………．．………･…………･…･……･……１４

平城高博積基壇建物および一郭の復原模型………………･……･…………･･………･…･…１５

建築遺構調査・史跡整備・測量………………………･……………………･………･………１８

繍程摩詞桁論論義篇紙背文書……………………………･……………………………'９
『七大寺巡礼私記』の研究………………………･…･…･…･･･………………･…･･…………２２

典籍古文書調査･･…………･………………………………･…･………･…･………．．…………２２

平城宮跡・飛鳥藤原宮跡発掘調査……･…･………･………………･……･･…………………２３

馬寮北域推定第２次大極殿・内裏東外郭

馬 寮 南 域 小 治 田 富 推 定 地

平城宮東張出部東辺豊浦寺跡

左京二条二坊八坪藤原宮大極殿東方

推定第１次内裏

奈良山53号窯の調査………………………………………………･……･………･……………３７

海竜王寺の発掘（２）………………………･…………･………･…･……･…………………･…４３

その他の調査…………………．．……･………………………･……･…………………………･４５

遺跡・遺物の保存………………………………………･…･………………………･…………５０

平城宮跡の整備(1)．……･…………………………………･……･…………･……………･…５２

植物根系の調査…･･………………･……･……･･…………･…･………………………･………５３

外国出張概要………．．…･…･…．．……………………………………………………･………･･５５

公開講演会要旨…･……･………･………………………………………………………………５７

奈良国立文化財研究所要項………………………………･…･……………….……...………6０

奈良国立文化財研究所年報１９７１

発行日1971年11月１日緬災・発行奈良国立文化財研究所印刷共同輔版印刷様式会社



はじめに

1970年は飛鳥保存に対するＩＩｌ員論が急激におこり，１２月１８日に

は，飛鳥地方における歴史的風土および文化財の保存等に関す

る閣議決定がなされるなど，当研究所にとってもあわただしい

1年であった。

いわゆる飛鳥地区と藤原地区とは歴史的にみても一体的に保

存すべきであると考える当研究所としては，すでに同年４ｊｊよ

り平城宮跡発掘調査部の中に飛鳥・藤原宮跡洲奄室を設け，両

地区保存の基礎となるべき発掘洲在を開始した。飛鳥地区の発

掘調査については，当研究所としても既に1956年より飛鳥寺

跡，つづいて川原寺跡の発掘調査を行っており，その後､ド城宮

跡の発掘をいそぐ関係上調盃は一時''１断されていた。再開した

調査の第一着手として小治nI宮推定地を選んだが，同地区から

は学術的にも極めて興味ある遺構が発見され，史に今後の発掘

調査によりその全貌が知られることが広く期待されている。

飛鳥・藤原地区の保存の根枠となるものは発掘調査による正

確な遺跡の確認であることはいうまでもない。特にこのことに

ついて一般の方左の理解と援助をお願いしたい次節である。

１９７１年１１ノ」
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創建j関東大寺大仏の比例的復原
美術工芸研究室

京大寺大仏（J，収合J}ll仏主任i象）のf:IJ:illWJにおける規肢とプロポ ー ションがL、かなるものであっ

たか。 この報告は「大仏殿碑文」および「延脂僧録文J に記される法盆と， 近来研究所にお

いて実施している仏像の写真訓I］品成架とにもとづいて， お1J.IBJVJ大仏の比例的な佐原を試みた

ものである。

文献に記される法量の検討 l1洋文：および｛目録文によって切らかな法1止は第1表に1Mげた計

30箇所である。 このうち坐j:":j • ）出長・学長は同文献で数値が拠なるが，1目録文の掌長1丈6

1《は ·；：；＼·減的にも向かの�J』りとみられ， また坐高は古来の伝承に従えば碑文の5丈3尺5寸が

一般的であるので， この3箇所についてはし、ずれも碑文の法:w：を採用した。

次に， 11lfj文！？武の法誌がすべて｛象の2点IUJ距出mを示していることはいうまでもないが， それ

らが各々l白線距削か， あるいは像菌iに沿った尖距離で司あるのか， この｜以りでは断定する線拠

はなく， またここでは大仏の基本的なプロポ ー ションをHt定復原することがJ』I的なので，「F

凶上の便宜も考えて一応すべてを正射投影による直線距出mとみなして用いた。

また， 上記法祉における計測点について検討を加え， !ls'iに解釈をした主なものを挙げれば

以下のようになる。 なお， 多くはごく常識的に解釈した。①目！日J＝その長さ1尺6寸を作図

上のt如来から考えて両｜恨の内tr I BJとした〔7〕。 ②白山前至眉！日I＝山稜の最下MM， すなわら仏

先と， 両l百が迫ってよ：A佼に辿なるよ：A綾のつけ似まで〔9〕。 ③耳：長＝いわゆる耳の：長さ。

第11説 大仏!UIJi（図（正問会凶〉
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創WU!東大寺大仏の比例的復原

ただし位置は写真iJ!IJ:ullR却によって，耳：輪Ji"i頂点が

ほぼ髪｜祭紘に水平な｛立位〔13〕。④来i径＝いわゆる）i=i

l師。しかし，計測点は把え刻tし、ので，写真討［IJJ.j'\:J来栄

をもとに，仏像の三道最下占；IJに接する水平総上l’こ求

めた〔15〕。⑤胸長＝11旬 l隔に当てた［17〕。⑥ i庁長・

Ht至）院長＝I庁長は右上！I専の長さ，f'I：図上では右前

禁容｜大仏脳内文（尺〉｜経附録文。

（三道下の水平総）より両iJ)J曜の上端まで［18〕。)Jk；歪）院

長はさらにその先，つまり前）MJ. ,'fl\上而〔19〕。⑦）Ju

長＝Jiuのくひ：＇Ji.の左右端の長さ〔20〕。 ＠！係長＝JUi

IIで（ふくらはぎ）の長さ。tii蜘｜して上にmなる左足に

求めた〔23〕。 ®）i下＝イムの32』＇Li中の足下'.t.'3V·おiの川

例にもみるように， いわゆる足哀の長さ〔25〕。 ⑮

而i長ニ普通安l族以下顎までをさすが，この場合，f(ij

im ，，勾出ょうj. 佐l髭｜探至j頁などとの均衡を考えると，

肉12下から顎までが該当する［27〕。
写真測量成果の応用 上述の文献のt�ムl：におけ
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る計訓lj点は，必要に応じて写真測位成架にもとづい

てその位置と相互関係を検討したが，ここで判に川

地になるのは「膝前径」についてである。「F凶上，
知1表 京大ぜi大仏i.1;必.. (fill辿JUI)

お’� 2阪！ 大イムfu:}Jj(I主I CO!llffIT企l刃〉
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W3図 大仏f反応l図（税制lIEl而日；JI分〉 おH図 大仏WJJi(I羽（頭部組IJ而rn11分〕

これを現在われわれが使用しているいわゆる！除張（膝i!;,Dと解釈してJIJ L 、 ると，）協張が｛象山に

刻してやや短かいのが注意される。 これが巨大な大仏における特色とみれば i:u組はないが，

他方， 第5 ・ 6 ・ 7図のように写真測量成果における仏像の像高と膝張との｜見l係をもって比

佐すると， 大仏に限って！除張が短かく，立国図においてやや安定感に欠けるきらいがあるの

は不自然である。 すなわち奈良｜時代の代表作例である薬師寺金堂本尊および唐招提守金並木

時においてはもとより，藤原和綴彫刻の典型とされる平等院臥凪堂本··＇.7：においても，し、ずれ

もJW張をもって直径とする円を，｛象の正中線上に中心を求めてlt'liけば， そのいi問がほぼ臼 t単

位18':に接・することが明らかとなるが，これを試みに大仏の立町｜認で‘川いると， 円周は像の品
位 l

先ないし口の辺に当って他とかなり相具する。 さらに住認すべきことは，第5 ・ 6 ・ 7図で，

a’：5U話｜諜r:m寺金1ih薬師如来坐（象�.tam凶 負’I 6図 山j(:IJJJ�f'企泣此合野jl仏坐｛象失m11図
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れ｜阪l!Jりl京大手f大イムの比例（（J復原

上i主の円のr「1心をj函り c, ,,,c.，、』土L

lま， 肩先にて三道下の水平線と交わることになり ， ここにJi*-張を南係とするl"Jによって， 仏

像の「j族張」と「前中日」とさらに「l士l単位位」とのm1刻｜見j係がほぼ一定であることが確かめら

れる。したがって， このmw11対係を大仏においてもj白川しようとすれば， そのJi*-0J毛は少くと

も節1 I刈にみるような長さを裂し， その中山民， 逆に文献でL、うl除1liii予ーとは·；1�：;illにL、うl除張を

示すものではなく，l院ilfjJ也｛、lきの川端の長さか， あるいは同）除iJJ[l:\Jをmしていあものかとも

考えられる。したがって， もしこのHf;iJ!ilと解釈が当っているとすれば，f:IJ文llJtJJの大仏のプロ

ポ ー ションは， 立外なことに楽（：ijj寺本せう：ゃ！吾川Ji｛ ＇＼本切のそれとほとんど共通したものとな

るのはれ：立されなければならない。

結論 以上のように文献に記された行IJillJtJI大仏の法J｝と， 仏像の与J�［iWll，＼·成月ミをも と に

して， 大仏の比例的な佐原を試みることができたが， これによって結論づけられることは，

1）， 大仏のプロポ ー ションは， ！日主張を，証�印すれば， ほとんと＇｛iliの仏像のそれに共j面してい

ること， 2）， 文献にいう！膝張をそのままJIJ l、れば， 大仏のプロポ ー ショγは， ｛也｛象に刈し

てやや矩かいことが指摘できること， 3 ). もしJI全張についてJl[j述のような解釈が可能なら

ば， さらに大仏のプロポ ー ションは他の像のそれと全く一致すること， 4), 写真iJ!llJ1＼：の成

果として， 奈良H

の｛ιli::1＇.のffll兵！｜苅係が支配していることが認νJらA'tよう。一般に大イi、は｜ヨVi良T仁るがり〉えに，耳1

miが他に比岐して大きいかのようにHfiiJ!IJされているが，少なくとも:fjljij!JtJJの大仏においては，

それが俗ぬといわなければならない結論となったことはー｜ ー分にrJ：芯；されてよかろう。

一ー一ーーーーー－1-ーム
W7閃 平〈？院｝.（i]i;!.l'.l:i-:川功、，ii以II来坐｛忽宍iJ!IIRI
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（な：J；，ここでは像の比例1(1りな復原にのみしぼ

ったので， ｛袋行・印tll等に｜共lする彼Ji;Hl':Jな考；1E

は省略した，したがって1WJ;(I耳｜においては似に

現段に倣ってiffi日�fl，与似 ・ 純！！既�｝JIJとして表

現した。）

註 1 大イム；五介毛fo\l�の千五�f｝」j担保lま多分に

絵『Iii的な表現がみられるが，それで

もII判：［f土iまぼl訂E色I"から1,l,jJ!A；下川；J主

総までの長さに相当している。

2 況ず「の大仏のj協張（i 40.57尺で，文

ilikでーし、う39.00よりす；・二 ｜二ブミきいが，

もとよりこれが当初jのままであると

はl旬以i::できない。

（長谷川 市長）



蔵王堂の渡海：船額
美術工芸研究室

美術1て芸研究室がi' 17!H川のif（ �rrによって， llf{和45イ下j立に行なった古里T山の美術工芸品説n生

の収般の1つである（1 l絵）。

この起.�ff�はかつて他の絵馬と共に1：抵王立の外ドii （に伺げられていたものであろうが， 現ずE(t

内1ri11の向って左側の通路にたてかけられている。竪274cm，中央で288cm柿455cm，絵馬とし

ては最大級のものである。 府間の縁は烈漆塗に桜花文の金銅金具を打ち，回而は板十二枚を

たてにつなぎ， ｜与土の下j也をi'Fる。絵は船に荷をむiみ上げ，｜珠し，船上では主：を開き， 岸辺

では見物する人々を美しく摘し、ている。余向には金箔をはり， 下部中央より右側に奉納者約

15:fiの名前を，右上部には万治四年(1661）の奉納銘を記している。

いうまでもなく， これは院長iF-11\Jから'.t.I永年！日jにかけて行なわれた初期風俗回の系請に屈

するものであるが， 万治四年の年記を村つことは， J11kWIの年記 rn：永9年・llfj三）のあるii'i

水寺の末吉船，frl作所i図傾などと共に， 初JtJl�}l（谷間の編11三を行なう場介にmll!!：’な資料となる

もである。

政王1ltは古来，n慎里子，木i11川など持｛iJIJl'i；染者4の （3仰を広く焦めていた。 ここに記されている

奉納古・151"，は， いま来IH',存により，すべての名前をタ；nることがII＼米ないが， 小に「紀伊問屋小

七niりなどの名古iTも見え， 恐らく熊野の加船川医W：であり，その｜刈係の資料としてもj'i:lli:な

ものと思われる。

な；t.;, :1’：11説しれ｝られる氏名を記せば凡そ次の通りである。 向ってホより，明内九n11兵r!l.i'

ffffl屋弥兵Wi， 市口次HII兵Wi，紀伊国屋小七n11， 口小三郎口口，口〈抗力〉屋口口口1"1，口医科

お
（

＼ ir;z1 ii，比正当Wi"政il!nf，副；Hffi crm分〉

- 6ー

右側
＂

I，口口屋口口，一人お

いて原野普右口口， 以下五A',

は長IJ務のため，ほとんど判読

しがたし、。 このホ納者名はff

冗上， 比•I皮的よく充足る｜旬って

左， l!J)ち末尼より記したが，

奉納者デIJt-' ，の右端には｜泊文の

ような別の宇治行！？かれた瓜跡

が成っている。

（｜会
ー

卜除却）



彫刻・絵画の調査

美 術工芸研 究室

仏像納入文書の調査研究 昨年度によって調査作例は100件に述し， ほぼ調査段階を終了

したので， 今年度以降はもっぱら資料の推理f\・解説に当り， その資料集成をWIして編集・ Ill

版準備にかかった。 また， 長谷寺本・均十一而矧f'l （＇象の調托にともない， 同｜地侍像である赤和

宣子. JJ（：陀砲王両像から納入1＼干1をTt'{i：認， これについても訓査し， 資料部切Hを行なった。

商都造像史の研究 昨年度に継続して南部の平安・鎌倉II刊にの作例の調査に当り， 作に興

補守旧西金堂諸仏と， 同寺中金堂所在の薬王・諜上菩臨像， pq天王像等を調査す る と と も

に， 同寺の沿1{i.と諸像の焼失・復興・移動について資料を検討した。 また法隆寺伝法設の平

安訪仏および
‘
同寺の鎌倉彫刻についても調査した。

写真測量による仏像実測調査 平以調査部計訓IJ修店主と協同し， 今年度は正倉院伎楽而に

ついて補足的な突iJI.IJ調査を行ない， 第1次・第2次調査の欠をMll、資料を強制1iした。 また，

従来の仏像写真iJ!IJ五；：成果にもとづき， 薬師寺本時・蔚招提寺本，：9：・平等院l!:l凪堂本時のヲユ！IJ

図について， 各｛象に共通する比例椛術（Canon）を究明し， これを応川してお1JillJ�nn大寺大

仏の比例的復原を試みた（2ページ〕。 なお， J}� 侃マi°'イムliJ[ (l[lllllrJ苛一仏語＇［）宍iJ!IJ悶をもとに，2分

の l 校111! （英国 Fairey Surveys L1cl.） を試作し て， その成果を検討した（第 1 閃〉。

その他の彫刻調査 奈良県吉町JIIJの依頼て＼池！ ”
1・r1:i;m1

『lい同州・ rl •iii ：：の各地1�：と. if�！Y.111 

j也｜実の訊社寺の彫刻lを利子fし， 図柄の大政fill社の男・－！，；.
ー

拘11 （＇象（鎌P,ll!jfに） 3 加を確認した。

商都仏教絵函の研究 昨年度につづいて， ，1-,111：の

仏教絵師とrvmsr:iWtf＇象 を，
－
1
－
，心に訊i脊研究をおこなっ

た。 主な訴m月i°'e;'t'.は薬師寺， 間以干'f＇， 東大弓，·，， 宝111

寺， 回大寺， iVJ酬ヲ'F. 1]'.茶;\i(llぞi°＇なとである。 なお本

年は， 京大弓iーについ て，『京大寺絵画訓流11jむを

('F製した。

このほか， 木テ ー マに｜到して，｜明「｜市iliおよび古

好Ill］
＂
の絵画調査を，依頼によって行なった（6ベージ）。

美術品複製のための試験的研究 絵岡. , 1 ：跡の資

料保仔と悲礎研究とのために，1!tr，似たJ京寸·JMJJiのブj

w.の 1m:raを試みた。 メ ー カ ー の協力をえて， 同大手i'

仁王会木時｛象とz；〔北}JE IFI図のご点について， それぞ

れ原寸と縮尺の背任収，Ye:写立をJM影し， 1Jii者の介 ｝J.えに

よりj京阿の彼製を「，，った。 この，武（＇Fは， i j'i.色写真に

おいては相当の）1民民をえたが， 多色
＇
'f }

°
£{ :tなお改刊：

の余地が多L、。
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建造物研究室では，ll[l和43年度から奈良県担原市今井町の民家調査を実施している。 これ

までにIIIJ全休のほぼ8割にあたる地域で調査を終え， 残るのは束辺の一部となった。 この民

家調査は， 民家を個々にとりあげるのみでなく， 今井lllj
・

という｝fil史的都市のなかでの住空川

をも問）出としているのであって， 将来の都市研究あるいは照史的都市保存再開発構想に対し

て基礎資料を提供するものと考える。 なお木i
T

3-は美術工芸・庇史両研究室の参加をえた。

I i'J,';J1"f.および資料

調査項目 今井IIIJでこれまで行なった調査項目をあげよう。

1. 民家調査 悉皆調査を目際とし， 各戸の現状平而図の作成・復原の見通し・建築年代

rn：定・保存状況なと
．

の評似Ii・住み方の調1"f.・庭闘の調査を行う。主要民家についてはさらに

佐原調査など精査する。

：2. IIIT 訓査 IIIJ並にそつた各家の正立而の写其』1� ！限（ニツコ 一 ノレUD20mm（克}TI）。 航笠写

;u.現状調主tなどカ、らIIIJ並の立而図 （
＇pl氏。屋根伏図作成。

3. 苛－社調査 建築・石造物・古文｛！？・絵画など文化財の；V.';J:fi:o

4. 文献調査 部市・建築関係資料の収集。

5. 部·m·i,,trf. 111s叩・道路交通・上下水・防災・施設・土地家屋の所有l.l!J係・利用状況な

と
。

の調査。

6. 立論J),';j:jlf. (:t民のIIIJ・住宅の保存などに｜対するな識調子f。l除去；・家紋桃成などに｜刻す

るアンケ ー 卜調査（奈良女子大学担当〉。

7. その他 住民の交際・訓ーその他社会学的調査なと
’

。

上記の各項目のうち， これまでは民家訓査を主il\hとしてすすめており， この部分はかなり

- 8 一



今 井n1r の�JI,! �tf. (3) 

ゐ1H同 今:JI: 111r 1λ f(ij fi>:I uaim

進展した。 ーブj， 都市調子tは紡についたばかりであるが， 今後の主要なテ ー マとなろう。

郁子，，調査の内特(;t， 計画技術的なものから社会・経済的なものまで‘ 多方向にわたる。 爪史

的問ITli訓行の場合， その項1-1は他の1場合とはおのずから；Nなろう O I::記の調布項目はわれわ

れがこれまでの訓抗の経!'6H二よって1\Jたものであり， JJ,';Jff.のjιIJl；にしたがって当然， 修11うさ

れ， 整理されるべき性質のものである。

作成図面 調査はまず現状を担保し， 絞)jj｛的考察や限！と(Iり；il,';Jjlf.を加えながら， 今�1·-111rの

民家やffll市の性栴を究明していく。 ところで， これまでの調究の結果として， 作成される凶

而や今後， 調査をm:ねながら作成されるはずの｜刈而は千十種多悌であるが， 主要な図而とし

て， まず最初に次のものを考えている。

1. 今井Illf :i[i－而閃（現状·1り.j() 各戸の11\JJl!zりをで日
－
G人するもので， もっとも正木的な資

料となる。

2. 今井JllflllJj立図（現状. 1反応） 主要なJIIJj立の立而l閃の「1・ 成。

3. 今井IIIJ訟原図・変造図 Jili:::i'J:lllj：・江戸II＼代・lljj治ll'dl::・J,',1 ;L/の郁ili化がすすむ以前か

ら現在におよぶ。

以上の訓査研究， 図而の作成を通じて， われわればなにを考えるか。 今井IIIJのit.mを究明

するとともに， JI汀全イ本として古い去をよく践すこのIIIJを， H：みよし、 m.：＇.と的郎市として， いか

に保 :rninm発するかというr:nJ起が， つ ねに立設のうちにある。都市は人々が生市し， つねに

- 9 一 ． 



奈良国立文化財研究所年報

新陳代謝しており， 強く生きていくことに意味があるのだから， T甘い姿 を践す（江戸H年代を

目.e','lとする）ためといって， 人々が住めないようなゴーストタウンとなる凍結保存の方法はこ

のましくなし、。

われわれはひとつの大きな目傑として， 『今井IIIJ保存再開発構想計画』をかかげ， 今後の

湖究研究をすすめたいと考えている。これには各戸の復原強制I・改造計回から， 1fil市レベル

の計画一一道路交通・公国緑地・施設 ・ 設(1//i環境 ・ 防災 ・ 産業計画一ーがもりこまれる。当

然この椛惣計画は， 今井IIIJの範聞にとどまらず， tm原市・奈良ftJ也の計四， 大阪 ・ 京都など

との関係， さらには近畿聞においてしめる位置を考慮して行なわれるべきものである。

H都市としての今井町

今井111n土奈良銑地の南端に近いところに位置し， 東を飛 ，山川で限られるほかは， J:!ij聞を水

田でかこまれる。周辺の水聞は条旦制の痕跡をよく践している。航空写真・千分のーの地図

でみると， 今井IIIJiT図にみる今井領は大和国京市間四条旦の25条と26条のUll· 2W.の一部

をしめており， 主要rmの広さは東西7 IJJJ.南北4 IIIJである。

今井IIIJはもと東西南北の4カIIIJとこの束fl[IJに続くがrJIIJ・今IIIJとあわせて6カIIIJからなって

いた。新lllf ・ 今lllfはのちの拡張とするのが通説であるので， 当初の今井IIIJとして成立したと

みられる東西南北の4カIIIJの部分に注目してみよう。これはさきにのベた今井領のち工うど

中央部にあって， 東西3 IIIT， 南北 2 lllJ (25条7・18・19坪， 26糸12・13 24）刊をしめ， この外

側に土居（脚也）をつくり，さらに外側を濠がめぐっていた姿が想定されるのである。新IIIJ・

今JIIJはこの東側， 飛鳥川までのli\lにつくられ， また北IIIJは北部を！Jt張し， 古図にみられるよ

うな今井IIIJが成立したのであろう。古文fl（：や古図はすべて払張所lをふくんでいるから， この

鋭、張の1Hmlはかなり早かったと考えられる。

町割 IIIJ訓はほぼ駒子状に行なわれている0 �ブロ ックの大きさは－t）：でなL、。大きな

ブロ ックは90mx60m， 小さなブロ ックは40m×35mほどである。 当初jのIIIJと拡張f{j＼とでHり
・

：引が兵ーなる。前者では各プロ ックは東西が長く， 後者は南北が：l乏し、。家並もまた異なってい

る。すなわち前者ーでは東西方向の道路が主要なのもので， 各家はこの道路に而して正而をつ

くり， 南北力向の道路には側而をみせる。これに刻し後者は東西方向ばかりでなく， 南北方

向の道路に而しでも正而をつくっているので， IIIJ の景観が異なる。

IIIJ"',lfljは裕子状といっても機械的にわるのではなく， 三叉路やわずかにl船主うー ｜ －字路をつく

り， また前線の道路にもゆがみをもたせ， 変化をつけている。道路からIIITの外部を前接見通

せるところはほとんどなく， 建物が視線をうけとめ独特なビスタを作る。

lllf干ilJと条H!JJIJとの関係については，IIIJ 自体が条11!.にのっていることのほか， IIIJの中央を京

間に通る道路が条.m.の!:i'1界線とほぼみあう位置にある。ただ， このi直路も今井IIIJと他lこ車内ぶ

幹線道路でなく， 古図によると， ここから4 Jiff北を東西に走る大波伊勢i立があり， これがl；作

線道路とみられ， 今井lllfの各道路は通j品交通とはならなかったらしし、。他のJU附にも条.mと

-10 ー



今 井 町 の 調子F. (:!) 

直接関係すると断定できるものはなく， むしろIIIJ内部では独自のIIIJ�fllが行なわれ， 外部との

とりっき口で・条旦にあわせて連絡したとみるのが妥当であろう。

建築 今井IIIJの民家は瓦茸で切妻造平入のものが多く， 道路に而して， 述統した王子の屋

根而をみせている。 交叉点などプfJj也にたつ家は入母屋造として変化をつけるが， 家司t全体の

JJ:匠はおとなしし、。

｜町内には寺院4， 神社2がある。 このlllfでは城下lllfで行なわれていた武家j也 ・ lllf人地・寺

社地といったゾーニングはみられなし、。 またIIITF''l （環濠113）には寺社以外の公共建築や都市

施設はほとんどなく， これらが新しくつくられるII＼・はI荒涼外になる。

商工業 現在の今井lllfは， 胤Hキとくらべれば商工業を＇ilf;・むものは少く， 耐工業の IIIJとは

L、L、がたし、。交通の使がよいこともあって， 大阪方面への通勤者が多く， ベ ッドタウンとし

ての性絡をもっ。ii'fi店などはj也元住民を対象とした小焼J見なものが大部分をしめている。食

料，W， ・ 青果物 ・ 酒・調味料 ・ 某子 ・ 燃料 ・ 衣料品・化刺品 ・ クリ ーニング・理髪・美容 ・ 文

房具店など， 日－.：11·生前に必要なB'fi店は各々5 !Iii日i後ある。産業として，iヒ目すべきものは1/i"j

生材料（主tl11l':l；・オシメカバー等）の加工で， 年川の売上げは20（む門ほどで， 全同シェアの60

%をこえるという。 このほか印刷屋 ・ 来5'cなどが比較的多L、。

むすび 今井lllfの；U.',J流を通じて， '/111市とはなにか， 都市計画とはなにか， 都市はどのよ

うに生きているかといった大きな問題があることを痛感する。都市史の将来は無限にJ広がっ

ている。 それにしても， 今引IIIJは古い民家とIIIJ並・IIIJi!iiJをよくを�す点， 全国的にみても有数

の歴史的郁子11であり， 都市研究のうえで重要な位置をしめるであろう。

（宮沢主l':l二）

m21x1 ／汁l,1110也同 数字：糸Ifl.,l:f ）｝約：条!l!fド別（ I fllf=IOSmとした〉
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石川県の民家調査
建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

1970年度の民家調誌を石川県下で尖施した。この訓脊l士1966年から， 各府県が国Jrit補助を

うけて尖施している民家緊急調査の－J.誌をなすものである。

調子tは第1 ～ 3次にわたって行なった。第1次（300t�i)は各市IIIJ村教育委n会が， 第2次

(86鯨） ・第3次（14-blOは当研究所が調査に当った。主任調究員に伊藤建造物室長， 調査只

に沢村・知｜見・宮沢・宮本・村上の5名が委帰された。

石川県は北半の能登半J：：；と南主，：：の加賀地方からなる。民家についても， この両j也力で全く

異なった係相を示し， 「能登型」と「力n't（翠lj tこ区分できる。構造形式からみると， 能立引

は入母屋・平入りで， 梁11\lが大きいため， 地質5の上に束を立て， 」二屋柴を秋－く c2n:w～ 4

！日I) して合＇.＇.｝：を組む刀法をとる。これに刈し， 加i'U\iは切妻・妻入りを謀木と す る広l�ll却

で，当吋，Ytは桁行方向に柴を指掛けた上に柴行の柴を配り， さらに上屋梨を重ねている。間取

りの相災から以下に述べるように， 能登'.1c\1J.(t 3つの型，加1
＇（型は2つの型lに分r11できる。

能受l型 奥fJち致j也プJ（始 ，t:：；市・珠洲市・穴水川J · 1YJIITI村） tこ分布する。1:11 Il)Zり はチャノマ

（広！Ml， 知町昨などの仏τff.. －�11,1rに使月1)を小心に， 表例lと上手に鍵座！肢を構成し， ナンド（絞

H\!) ' タイドコロ（賠間，1t'.Jl;), リョウノマ（またはジョノマ， 主婦の（J:」Ii）助， 配膳主〉な どの

’？j＼•の生日のJ;gを全て背間に配置している。このl\iJ＿で最も完成した形式を示す例は柳川村の西

)TI修誠氏（］：宅（却2閃1） である。文化7 '.fF. (1810 tU怒）に建設され， iF-fにの切jらかな J.'Xに

おし、ても以準例となる。これより"i!，し 、例として， 珠洲市の黒丸長次氏(t：宅（抑1同， 第2同2)

は1711!：紀を｜経らず， �；�下でJ品も古い民家である。当初jのIHl取りは表。lllに座炊3室を柱列さ

せ， 上手！如こ2室の忠IIJIをとり， 西尾氏住宅と平而til'n戎をやや異にしている。これは仏聞が

独立して， 鎚座！肢を桃成する前の平而形式を伝えるものと思われる。

能登II型 能登半j；むの西側に多く分布する。11,11取りは広間（ヒロマ， オエ， チャノマ）をrl I 

心として， 上手に座敷（デエ）を2室， 背而に2つの小部屋（ナンド， カッテ）を配り， 土11\J

Olllにカッテを張り11:lしている。中品IIIJ

のHi主正胤氏住宅 （第2図3） は様式

より、 1811!：紀 前J�Jの建設と思われ， こ

の地方では比較的古く， ナンド
、

は全く

閉鎖的である。

能登Ill型 七尾市・ 問的浜IIIJ・鳥

屋IIIJ・；＝tf1LIIIJなどs 能登半島中部地方

に分布する。｜｜型と問様に！ム
；

1:11を中心

としたi::JJrxりである（第2図4）。ナン お
（

i 1図よ:i:\ :;IL長次氏住宅
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石川県の民家調査

第2 llZI 石川県民家主ilf(ijl記！ I l自IIIIH \l_ij応修誠氏住宅Ci.\llli（文化7 -:10〕 2 J',l;)Jlldi 
),i!,jLJ占J大lc.fl：宅（似）Jj( 171！！：紀） :i , 1,1::;111r Hi:t::il：，.後L(;ft宅Ci見！Jj( 18世紀1iiiWD ,1 111鈎
jJ�lllf TviiU品一氏住宅(JJl状 18世紀末） 5 SU.沢TIT 江戸村Hli:":jllll（；住宅（現状18世紀前JP])
6 野々市町 喜多直次氏住宅（現状 19世紀初〕 指ii尺 1/1500 

ドとカッテがもと1室の4 lil]llj(りであった例があり， また，4 l:IJllil.りのものも若ー ， •• f)f： イf
・

して

いることから，この平間型を4 lllJJlil.りの発以形とみることもできる。

加賀l型 加l白地方全以、にjよく分布する0 三侵入りで， 表-OllJの挺IU]l 、っぱし、にこ｜二1111と ！ムllll

（オェ， ヒロマ）をとり， ！処は座敷（ディ）とfl llll Cナンド） に2分する（第2凶5〕。 加悦 の

大きなものにはオエを快通りで2分し，J処の部屋を4 ～ 5主とするものがある。

加賀H型 平入りで， 広川を仕切って背而ivニ小室（コ ー マベ カッテ）をつくるo 1·.":j Ii】 Ill f 

－宇ノ以Illr . i0I！耐lllfの旧国民地プjに分布し， 加賀I �＼Jとfi包登111 の•l•li\l( J句な性絡を耐えて い

る。 しかし，�V,'B�i.した｜絞りでは全て191止紀＇＇＂偵のもので新らしし、。

町屋 通りl必をもち， ニワに而して表側からミセ， オエ， ナンド（またはl.'.li政令）の！｜阪に

�1立べ， オエとニワの一体化した架柿をみせている。 点・多 u�：次氏｛:i.：宅（第2凶6） の ように，大

きな家では上手にさらに部屋を加えている。

以上は県下の氏家を主に1111取りと柿j告の違いによって分知を試みたあ＇i民でーある。 二の 分舶

を北｜海地方全体のなかでみるとき，王子耐iでは加賀l 型は而 11'Vi�北部と出11 lりi』山Iii] ;(j＼に，能登

{\!J.は·，. ：，；u，り.ドiL型f,�j＼に， 』11f'L II 11Hi',·;,;111�.』の山lllliii＼と:ijf-盟f;'ftlのI l·•li\JJ也 ，：；；：に分；｛Jjするものと怒り以

している。 すなわら，北陸地方の民家は市川の｜｜｜岳地 ，：；；：を＂ I心に分布するものと， 北部の越

•I I 千野お よび能堂ミド1：：；に分布するものとで大きく傾向が変り，その岐点にあたるj也j或では，

�1,j者の•I •li\](Iりなllll取りをもった民家が存在すると云える。 なお，fi巨笠j也 ｝jにはI甘い民家が比

肢がj多く記長され， 民家の室、j:11を系統的にとらえることが可能であり， 今後、さらにti'i資金重ね

る必要があろう。
（’i:.,; ,i，長二｛！｜；〉

句。



本瓦葺屋根の雨仕�｛尖験

屋以勾配とII年r'l:il，＼：との変化によって， �；瓦11 ：屋；�に

どのような雨漏り状態が発生するかを尖験した。 これ

は古建築の耐周年｜浪がおもに間仕舛の良し：m しによっ

てきまるところから， その実状を把似することによっ

て対策への足がかりをつかもうとするのがH的である。

1 号実験機では15mの単線流hJ乏さをもっノl>:JLLi：き

屋根の4q：先;HIという条件を設定した。:Ji験結民のー ；；＇（ii

を図にあげる。 A は奈良II与代瓦0去さ34cm · "fliill124.5 ・ 後

rl125.5 ・ 1♀2 ・ ilii谷派 5 .後？？派 5.5 ・ 平均版本本 9.5% ・ 11:

j己15) B は江戸時代瓦（34 ・ 24.5 ・ 27 ・ 2.2 ・ 3.4 ・ 3.4 ・ 1

2.69百 ・ 13.5) -cともに現山J自民s，，治虫佐川のものであ

る。 一 番ll:JJ躍になる悩りはじめのll!f }.'i.をみると， Aで

は降下lll1i 111寺 IMJ 当り10酬のときでは2.5/10 勾配（心地

勾配， 以下おなじ）， であるがHH，＼：が附すにつれて当然

建 造 物 研 究 室

第1図 ffi（上鉾��！装i位

急勾配でないともちこたえられないようになり，60nuuのときは2.9/10で，すでにl十jが務らはじ

める。 ーブj B では 10酬で2.5/10 ・ 60111111で3.2/10 と一段と思いれ＇i月：がでた。 もっともこれに

は， Jf.個々のねじれやひずみ， 11=足のj乏さ， 1rき方などいろいろな条件がwJIRにからみあっ

向山・・

mm 

10 10 

」 』ω

20 

附刷l

30 

b・＂＂

40 

ち0

幽出...凶幽

60 

1附出hi NII 

／耳2 3.1 3,0 l9 2.8 2? 2,6 2.� 

ー『．， 2蓑・虫勾・E 31/10・ 2.S/10

A ·奈良時代主E 8 ・ 江戸時代瓦

11111111 漏水した瓦のfii ・甚だしく漏水した瓦のr.:.

.. てこようが， この尖験結！，！ミは本Tlli：屋以

の勾配の眼科をあるねl民
ー
示唆するものと

いえよう。

ただ， ここでは相当の脳科をもっとみ

られる胤ブJO)il:JJ，也はまったく考！邑してい

ない。 これにはさらに設備の充実をはか

る必要がある。 またJ.f.[i：：のほかにもひわ

だ1rーや， こけ
・
らi.F. 茅i}ts:. どの，！，・ill築の

f:IIJ·,Hこは欠くことのできないM桜丘材料

もある。）Iii近， 進歩のいちじるしい保（｛

H学;';i\l"lとあいまって， これらについて

も実証的実験をくりかえし， よりよい文

化1!1
・

の保存刀法をみ－え川していかねばな

るまし、。 （制Jl啓三）
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瞳

今年度の平城宮建物の知復原模型は，すでに1 9 6 8 年度に製作した噂械基壇建物を中心と
する，その周辺の建物を復原作製した。これは，節２次内裏束隣にあたり，第２１．３８．４０次
調査によって発見した官衝のI l i 心四寄りの一郭である。このうち高床建物，築地片庇廊，ＩｚＩ
隠塀Ａ・Ｂ，築地については，建物を復原したが，正庁および東北付属舎は基壇の復原のみ
にとどめた。

この‘ 自術は，南北125ｍ, 東四64ｍで，ＩﾉＬＩ周を築地で囲われ，南正面には八脚' 111を開き，南
より弘ほどで南と北のブロックにわけられる。北ブロックは南ブロックの付属的なもので，
南ブロック中央北寄りに正庁があり，その前方は広場で，南門からの３本の道がとりつく。
付属の諸建物はこの広場を囲むように．の字形に配されている。このように各建物が特徴あ
る配置をもつものの，この官術の性格を決める資料はなく，各建物のもつ機能も推測の域を
出ない。建物の柱間装置などは推定によらざるを得なかった。

博積基壇建物博依基壇をともなう掘立柱進物。准壇の外装は螺（30c m×18 c ｉｎ×8c m）を８
段平横糸にしたもので，北而を除く他の３面に４段の階段がある。建物は６間×２間の身舎
に南北庇がつき，南庇は西南隅に近接する建物のため西端一間を欠いている。柱間寸法は桁

行2. 8ｍ（9. 4尺），梁行３ｍ（10尺）等間

で，なかには掘立柱の柱根（径3 6 c m）

が残っているところもあった。臆根は

２通りの形式が考えられ，一つは身舎

・庇を一流れとする切妻造本瓦雄他

は身舎の承を切妻造本瓦葺とし，この

南北に板または桧皮葺の庇をつける案

である。ここでは前者で設計し，内部

の床は坤敷，柱間装置は階段のあると

ころの承板扉，他は連子窓または土壁

とし’ 職造の雄本については法隆; I F の

伝法堂にならったっ

高床建物螺械韮埴をともなう礎

石建物○ 建物は1 1 間× ２間の規換で，

各柱筋に根石または自然石製礎石が検

州されたＯ柱| 剛は桁行，梁行とも

2 . 4ｍ（８尺）等間，ただし，桁行1 , 1火

dRU

皇ib=一

｢ ↑ 巨言三一一鼠
展地片嵯螺

－
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平城宮崎積基壇建物および一郭の復原模型
建造物研究室・平城宮跡発掘調査部
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辱了鯉・
■

平城宮聴砿基壇建物および一郭の復原模型

の間の承３．９ｍ（1 3 尺）と広

い。建物の用途についてはわ

からないが棟通りの柱を省' ' 1 各

しないところから，高床式倉

庫と考え，中央間が広い点か

ら５間× ２間を連結した双板

倉と考えた。細部については，

現存する奈良時代の校倉や法

隆寺綱封蔵などを参考にしたｃ

なお，この模型の扉の海老錠

は正倉院御物をもとにして製

作した。

築地片庇廊および築地' １２W（

作した。 節５図坤祇基壊建物．Ｈ隠塀Ａ

築地片庇廊および築地禰術の四周を基底幅1 . 8 ｍ（６尺）の築地がめぐっている。このう

ち坤積基壇建物の北と西の承は，鍵の手に築地内側に庇がつけられている。庇柱は、然石製

礎石上にたち，廊下床面には噂が敷かれる。

築地片庇廊の屋根形式には次の３つの案が考えられた。１）庇をとりこ象陳を梁間の' ' １央

に通す。２）陳を築地の中心に通し，庇側の屋根流れを良くする。３）本Z 戯の築地に板謄

根の庇部分をさしかける。

今回は第３案により作製し，庇臆根は法隆寺金蝋裳階にならい大和弾とした。第３案を採

用した主な理由は，１）南北方向の築地と東西方向の築地は同時期に櫛築されたが，ｉﾉ L i 面築

地の柱割りから考えると施工の順序に２段階あり，四面をつくってから北面をこれにとりつ

けたと考えられるｏ２）庇柱の配置から，まず東西方向の庇屋根がとおり，これに南北方向

の屋根がかかると考えられる。などであった。

目隠塀Ａ・巳博積基壊建物の南面および東而の階段の正面にあり，建物内部が直接外

部から見えないように目隠しの役月を果しているｏ東側の目隠塀Ａは，全長1 5 . 4 8 ｍ（5 1 . 6

尺），基底幅7 2 c ｍ（2 . 4 尺）あり，南端は正庁に，北端は築地片庇廊にとりつく。この塀は中

心通りに掘立柱を建て，基底部に博をこぱだてにしていた。実施案は伽立柱を什紺とする土

塀で，しかも壁面を桁まで坪を張りつめたものとした。

目隠塀Ｂは全長5 . 6 1ｍ（18 . 7尺) ，基唯幅72 c ｍ（2 . 4尺）で，塀ﾉ , 噂底部はＡと同じであるが，

に| ' の掘立柱はない。したがって外観のみＡと瓶似するものと考えた。なお，Ａ，Ｂとも実物

の↓ 1 0 で嫁を焼成し，これを張ることにした。

以上のごとく，今回製作した模型は，博稚基城建物を' ' ' 心とし，｜ノリ方を塀または廊ドで附

された閉鎖的な空間となる部分である。建物１棟ごとは小規模なものであるが，建物群とし

ての建築美がいかされているといえよう。（村上調一）
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建築遺構調査・史跡整備・測量
建造物研究室・平城宮跡発掘調査部

１総合調査等

富貴寺総合調査(大分県豊後高IⅡ市蕗）伊藤・牛川1970年11月

郷土文化財総合調査（宮崎県宮崎市）伊藤1970年11月

文化財集中地区総合調査(和歌山県伊都祁かつらぎ町）伊藤1971年１月

熊野文化総合調査(和歌山県、辺市）伊藤1971年２月

観音寺城跡調査ならびに保存指導（滋賀県茄生郡安土町）伊藤1971年２月

２建造物・鴎家等

明日香村集落環境調査（奈良ﾘiL向Ilj郡明｢１番村）伊藤・細見・村上・天川1970年８．９月

兵庫県下の民家調査（兵庫県三lIllli周辺）細兇・村上・天1111970年８ｊｊ

三仏寺投入堂実測調査（‘鳴取県東伯郡三朝町）沢村・細見・村上1970年10ﾉｊ

妻篭宿保存復原状況調査（焚野県木曽郡南木曽111J）沢村・細見・村上・宮本1970年10月

大宰府周辺遺跡・条坊・民家調査（稲岡県築紫郡大宰府町）宮沢1971年３月

３環境整備・庭悶発掘等指導

和歌山風土記の丘整備指導（和歌Ijl県和歌llITli器橋）牛川1970年４月

末松廃寺整備指導（石川ﾘ11:野を市町末松）牛川･河原･藤原･村上1970年５月～1971年３月

京都神泉苑発掘調査指導（京都府京都市中京区御池通掘川西入ル）牛川･藤原･'１１１．|」1970年８ｊ」

多賀城内城環境整備指導（宮城県宮城郡多撹城町）藤原・lj:I中1970年９ﾉ］

－乗谷環境整備指導（棉井県足羽郡足羽Illj.）牛川･田中･伊東･沢111･菅原1970年３月～12月

法皇山古墳環境整備指導（石川ﾘ,軌Ⅱ鮎|j勅使'11｣.）牛川･田I｡|･1･沢田1970年12月～1971年３月

４写真測敵

フゴッベ洞窟写真測量(北海道余･Ilj郡余市'11｣.）牛川・伊東・佃1970年11月

抵園山古墳写真測量（稲岡県久測米市御井町祇除IljI）伊東・佃・蝶崎1970年12月

大宰府都府楼正庁西南部回廊跡写真測量（捕岡県築紫郡大宰府町）・伊東・黒崎1970年12月

夜須町八並遺跡弥生式群集墓写真測量（稲岡県朝倉郡夜菰Ⅲ｣.）伊東・蝶崎1970年12ﾉｊ

難波宮後期大極殿跡写真測量（大阪府大阪11疎区法門坂111J）牛川・伊東・山1'二11971年３ノ」

－１８－



高山寺所蔵輝摩詞術論論義草紙背文書
歴史研究室

商' ' 1寺（京都浴西栂尼）には多数の聖教賊が蔵されていることは著名であるｏその' ' １第139
函には聖教の断簡が多数収められているが，これまで未盤即のままになっていたため，ひと
まず応急の整理を行ったところ，紙背文州; をもつ諭義草かと認められるものの断簡が多数含
まれていることが明らかとなった。その体裁には，袋綴装と巻子装の二極頬があり，又料紙
の寸法にも相違がある。しかしその筆跡は同じであり，しかもその木文は「間云々 」とあっ
て間然形式をとり，同じ性格の本と考えて差支えないようである。その中の一つには「稗際
詞術論巻第･ ' - - ' の内題があり，又その表紙にも「第' . 」とあって，それらは体裁に, , ; , j 進はあ
るにせよ稗摩詞荷諭の論義草と考えて差支えないのではなかろうか。なおその奥諜は次の如
くである。「建, 仁二年七月二十九1 1未時i ' 了

生年二十Ｉ凡Ｉ仏子祐覚本也」

又巻子装の中にも，（巻次未詳）

「建久七年閲正月二' 1巳' ' 於五室房午時’ 1$了」
の奥‘ w: があり，これらはいずれも建久年' ' ' ' 末頃から雌仁二年頃の数年間にわたって，盤かれ
たようである。

その紙背文1 1判: ' には文治・建久・建仁等の年号のものも兄えており，１１{ : 』ゲの時期に比較的
近い頃の文諜のようである。諭義草紙: i I ﾃ 文, I #の数は少くないため，ここでは特に内容上注, ，
すべきものを' ' 点選んでここに紹介する。なお文1 . W: 名の下の（）内の数字は，塊在原本に
付けられている整理番号である。

（’ ）には粉河寺の二月千手会のことが見えている。（３）の「尊勝院御房令補別当給て
候へとも」とは，東大･ 斌柵院弁暁が火大寺別当となった時のことで建久, 0 年のものであろ
う。雑賀庄は紀伊国海部郡にある。（４）の「当寺鎮守八幡」とは東大寺八幡宮のことで

ある。又「大仏四天之御拝見大切候欺」とあるのは，復興なった大仏を拝兄することを繭め

たもので興味深いものである。又（５）は伊強国肺植庄関係のもので，大仏のことも見えて

いる。（６）には「あけちのふたう（御堂）」修理の勧進のため，まず「岡の守謹のみた

ち」へ行って後，「国i 1 . 1 の大名のとのはら」以一卜･ に奉加を求めようとしたことが記されてい

る。「あけちの御堂」所在の国名は詳かにしえなかったが，国における勧進に際してまず守

謹のもとへ行ったということは，国内における守護の権威がいかに大きかったかということ

をよく物語っている。守護はその国の国術在庁に対する指揮権をもっていたが，その権威を
篇りることは在庁以下有力領主胴に対する勧進などを成功させる上においても里: 要なことで

あったようである。（７）には河内国炎志庄のことが見えている。（８）についてはなお文

意の明瞭でないところがあるが，父親と娘婿との関係が兇えている。又｢ 夜出苅｣ はすでに鎌

倉時代初期に罪科の一つとされていたことが知られる史料である。又（９）（1 0 ）（1 1 ）は替

米，併米，借銭に側する史料の一つである。（ I ｣ , I , Ｉ 稔）
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⑧
僧
某
申
文
（
五
’
四
）

（
端
聖
充
瞥
）

「
｜
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
二
Ⅱ
Ⅱ
川
一
一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
｜
巾
文
」

一
立
行
カ
ム
コ
五
郎
卜
巾
候
男
ハ
、
去
年
ノ
九
川
一
一

〔
ノ
〕

ｎ
身
ハ
不
堪
口
身
一
一
テ
候
ヘ
ハ
、
コ
ノ
男
ヲ
可
仕

御
曲
候
シ
ヵ
ハ
、
ツ
ホ
モ
チ
ニ
モ
石
仕
ワ
シ
マ
シ

候
、
然
二
立
行
所
労
ノ
者
ニ
テ
候
ヘ
ハ
、
万
班
ム

コ
ヲ
ク
ノ
ミ
テ
田
地
分
作
セ
候
、
依
之
丁
寧
一
一
ワ

ラ
ヒ
ヲ
ホ
リ
、
田
ヲ
作
養
候
虚
、
薬
王
九
名
一
段

ハ

大
之
内
、
一
段
ハ
ム
コ
ノ
分
二
定
候
了
、
此
月
二

〔
シ
カ
〕

メ
ヲ
サ
リ
候
時
、
ム
コ
井
ム
ス
メ
ヲ
出
口
候
時
、

件
Ⅲ
ヲ
返
シ
取
卜
相
論
仕
候
、
然
二
仰
ヲ
相
待
候

間
、
或
ハ
五
郎
房
ヲ
夜
凹
カ
リ
ク
リ
ト
申
、
或
ハ
本

ノ
メ
ヲ
ウ
チ
ク
ェ
フ
ミ
テ
候
、
一
灸
一
一
以
外
ノ
ヒ

カ
コ
ト
ニ
テ
候
、
鼻
三
君
ノ
モ
ト
ョ
リ
消
息
候
、

コ
ラ
ム
候
へ
シ
、
営
時
ハ
名
御
聞
苦
モ
ロ
候
ト
テ
、

鼻
三
君
ヲ
モ
コ
シ
ラ
ヘ
テ
候
、
稲
ハ
随
口
候
ハ
ム

ト
テ
股
テ
候
、
タ
ヒ
峡
へ
シ
、
鼻
三
識
ハ
ッ
ョ
ク

レ

申
サ
ゅ
テ
、
各
立
行
カ
ロ
傾
可
候
欺
、

一
鏡
持
ハ
土
屋
ノ
具
足
上
キ
ハ
ク
ラ
ヵ
サ
レ
候
卜
ｎ

Ｕ
奉
返
之
山
申
候
、
蚊
板
ハ
コ
ホ
チ
テ
候
、
排
仏

堂
ｎ
Ｕ
ノ
キ
牌
木
ヲ
コ
ホ
チ
可
返
之
郡
二
候
ラ

例
氏
名
未
詳
書
状
（
後
欠
）
（
四
’
一
五
）

御
文
委
承
給
候
了
、
又
注
文
一
通
拝
見
仕
候
了
、
万

聯
故
御
房
之
御
非
常
以
後
〈
、
偏
澄
房
恐
候
ト
モ
、

師
諮
上
一
一
、
父
母
ト
モ
惣
ま
い
ら
せ
て
候
、
阿
閣
梨

御
斑
一
一
ハ
御
料
販
ハ
カ
リ
ニ
テ
コ
ソ
候
、
鴬
国
候
天

白
蝶
明
候
天
、
如
形
所
ヲ
沙
汰
仕
候
そ
、
陥
貴
房
御

（
マ
マ
）

ト
ク
ニ
候
也
、
後
に
と
も
か
と
も
炎
一
房
之
ヲ
ホ
シ
メ

ｕ
お
□
や
う
ぐ
き
た
て
つ
か
ま
つ
る
へ
き
よ
し
門
川
川

〔
な
〕

ｕ
ふ
ひ
ま
□
く
候
ひ
つ
る
と
こ
ろ
に
、
お
ん
つ
か
□

も
り
沢
く
た
り
候
は
ぬ
あ
ゐ
た
、
た
ひ
ノ
ー
さ
□
つ

か
ま
つ
り
候
ひ
て
、
こ
と
し
か
な
は
す
候
、
承
か
□
と

し
ま
か
り
よ
り
て
候
う
ゑ
に
、
も
り
沢
お
口
使
ひ
ま

か
り
く
た
り
候
は
す
峰
か
の
も
の
上
く
□
つ
ら
に

〔
か
〕

く
ち
う
せ
候
ひ
な
ん
す
と
お
ぼ
え
候
、
□
ま
ゑ
て
こ

よ
の
と
き
御
威
の
す
ゑ
を
も
□
、
こ
の
み
た
う
を
修

理
つ
か
ま
つ
り
候
ば
ん
と
□
し
候
ゆ
へ
鳴
も
り
沢

を
ん
つ
か
ゐ
か
ま
か
り
□
た
り
候
へ
か
し
と
、
お
と

ふ
た
ま
ゑ
候
一
一
候
、
［
Ⅱ
Ｕ
と
お
き
あ
ゐ
た
に
て
候
へ

は
、
諸
率
一
を
一
一
く
は
し
く
ま
う
し
候
は
す
候
て
、

後
を
日
委
口
申
候
、
恐
く

十
二
月
六
日
僧
連
西
申
文

進
上
預
所
殿
御
雌

⑪
僧
立
珍
米
借
文
（
八
’
二
）

（
端
災
普
）

「
恵
光
一
尻
三
斗
」

謹
辞
借
請
米
事

参
斗

合
伍
斗
者

右
件
米
、
以
所
下
時
可
弁
進
之
状
如
右
、

建
仁
二
年
五
月
六
口
僧
立
珍（花

押
）

（
○
加
号
卜
同
ジ
）

此
料
不
候
故
如
此
申
候
、
到
来
御
米
若
一
石
之
所

下
候
欺
、
仰
候
故
五
斗
階
文
入
候
也
、

う
し
候
、
尤
と
い
さ
上
か
の
瓢
鉾
加
の
候
□
き
に
候
、

又
象
か
ら
一
人
し
て
か
な
う
□
し
く
候
し
か
は
、
も

曇
示
力
〕

り
沢
お
ん
つ
か
ゐ
に
□
う
し
つ
の
て
候
し
か
は
、
け

た
□
□
す
り
□
□
ｎ
川

一
’

’
一

（
中
欠
）
・

’
’

’
一

|｜

１
一

八
鳳
九
胤
一
１

奈良国立文化財研究所年報

サ
ム
サ
マ
ー
ー
候
へ
シ
、
但
価
一
一
ヒ
ト
ッ
モ
御
慶
分
候
ハ

、
水
栖
之
口
内
石
手
胤
北
二
段
、
淡
志
御
庄
二
阿
閤

梨
御
房
御
坐
時
た
ば
ん
と
仰
候
き
、
若
虚
言
ヲ
申
候

〔
乗
力
〕

ハ
、
仏
神
ノ
ニ
ク
マ
レ
カ
プ
リ
候
へ
シ
、
蛍
一
尻
王
□

藤
〈
ナ
チ
マ
イ
ラ
セ
テ
、
禅
聖
御
庭
分
候
マ
シ
ト
ハ

、
何
人
の
候
一
一
ヵ
候
ラ
ム
、
不
瀞
候
堺
也
、
善
悪
申

へ
キ
ー
一
候
寸
、
蛍
房
ノ
御
ハ
カ
ラ
ヒ
候
へ
シ
、
又
今

二
三
日
間
令
参
候
天
、
委
細
叩
上
候
へ
シ
、
又
此
明

音
房
候
へ
シ
、
又
弘
旧
巧
脊
分

－
１
（
後
艇
）
’
一

⑩
僧
徳
口
米
借
文
（
七
’
二
○
）

謹
辞
階
諸
米
郡

合
壱
石
伍
斗
者

右
件
米
、
以
来
年
夏
季
供
米
、
可
返
納
之
状
如
件
、

建
久
三
年
十
二
月
州
日
僧
徳
□

（
花
押
）

（
○
Ⅲ
賎
卜
同
ジ
）

⑨
明
慶
書
状
（
七
’
一
八
）

恋
光
房
ノ
便
ノ
日
記
不
給
候
之
己
前
一
一
、
四
石
五
斗

ノ
供
米
ヲ
ハ
南
宗
ヵ
米
二
四
斗
六
升
、
山
東
ノ
倉
ノ

預
ヵ
不
ル
申
先
一
一
六
斗
倉
二
留
テ
候
、
ソ
レ
モ
今
一

斗
余
ハ
不
足
卜
巾
候
也
、
随
善
登
テ
可
沙
汰
仕
鞭
一
一

候
、
恋
光
房
ノ
借
文
一
一
五
斗
立
用
、
コ
レ
ソ
今
度
ノ
日

記
一
天
不
注
候
、
万
鮒
ヵ
替
米
、
明
度
ヵ
替
米
、

ミ
ナ

手
代
卜
皆
加
数
記
候
了
、
共
残
ハ
候
也
、
小
豆
ノ
四

斗
下
テ
候
也
、
謹
言
、

二
月
廿
日
明
度
上

ム
画
■
■
’

九
月

IＩ

ｐ
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突
厳
御
房／- 、
切

御封
返、- ／
聯

②
僧
円
入
貢
上
状
（
一
’
一
三
）

黄
上僧

門
入

右
進
上
如
件

文
治
元
年
五
月
十
三
Ⅱ

稗
際
詞
術
論
論
義
草
紙
背
文
押

仙
僧
隆
西
申
文
（
一
’
五
）

（
端
喪
充
に
肥
）

「
（
切
封
）

誰
上
突
厳
御
房
ま
い
る
僧
隆
両
申
文
」

廿
Ⅱ
之
比
一
一
ク
粉
河
寺
ノ
ー
月
千
手
会
ノ
舞
ヲ
、

診
脚
唾
昌
拝
塁
陽
寿
一
一
セ
サ
セ
候
ハ
ャ
ト
恩
給
候
、

シ
キ
小
腸
寿
叩
如
何
幼
少
当
初
ヨ
リ
観
音
命
助
二

候
へ
シ
、

テ
候
、
尤
可
然
候
ト
恩
給
候
也
、

可
然
候
〈
、
、
正
月

御
山
も
枇
間
大
堺
に
候
魔
、
口
此
陽
寿
を
ま
い
ら
せ

候
こ
そ
返
煮
無
心
峡
へ
、
此
石
定
法
師
か
朝
夕
食
物

不
令
持
候
、
返
を
渋
猿
候
、
不
及
力
候
也
、
大
事
〈

如
形
部
〈
成
し
て
候
か
、
餓
死
一
定
の
聯
に
候
也
、

万
事
計
略
識
て
候
也
、
御
山
へ
〈
諸
国
よ
り
物
の
上

候
へ
〈
、
諦
覗
心
に
く
上
候
、
も
し
俄
物
な
と
候
は

ん
時
〈
、
小
分
な
り
と
も
た
つ
ね
て
可
給
候
也
、

見
参
之
時
如
令
叩
候
、
此
小
童
〈
御
心
に
あ
か
せ
お

〈
し
ま
さ
上
ら
ん
、
き
は
う
い
か
に
も
ノ
ー
御
教
訓

候
て
、
学
文
を
も
行
を
も
せ
よ
と
ヲ
ホ
せ
候
へ
く
候
、

ヲ
ヤ
ノ
コ
、
ロ
イ
ヵ
、
ト
不
可
恩
召
候
、
ア
ナ
カ
シ

コ
ノ
ー
、
又
モ
シ
ニ
三
ｎ
ヤ
シ
ナ
ハ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
シ

候
ナ
ン
ャ
、
入
蹴
ヲ
仕
候
〈
、
ヤ
ト
恩
給
候
一
一
、
一

昨
冬
候
ハ
ム
、
一
切
狼
料
も
候
ハ
ネ
ハ
、
エ
ヲ
モ
ヒ

タ
チ
候
ハ
ヌ
ニ
候
仁
事
者
、
石
定
法
師
可
令
申
候
也
、

十
二
月
廿
八
、
僧
隆
西
巾
文

側
氏
名
未
詳
書
状
（
後
欠
）
（
一
’
二
○
）

か
な
ら
す
ノ
、
此
擬
恵
〃
上
人
〈
こ
れ
ニ
テ
よ
り

批
軌
偽
証
し
年
来
の
知
人
二
隙
而
依
所
労
参

て
可
令
進
給
候
、
詣
の
し
る
し
申
語
と
被
巾
候
也
、
余

あ
な
か
し
に
、
人
の
を
ハ
さ
上
せ
た
ま
は
す
と
□

今
月
四
日
御
消
息
健
以
拝
見
、
不
審
之
虚
、
悦
承
候

了
、参

詣
候
本
、
今
月
中
ハ
労
指
合
候
之
間
、
不
可
叶
候

覗

也
、
常
楽
会
之
間
、
京
下
之
人
雑
ゅ
兄
沙
汰
仕
事
候
、

又
自
廿
日
僧
寺
鎮
守
八
幡
春
季
御
八
識
五
ヶ
ロ
川
仕

候
之
間
、
今
月
ハ
か
た
ノ
、
恩
を
無
極
候
也
、
可
被

仰
合
本
何
事
候
哉
、
尤
不
幕
候
、
此
月
之
月
中
二
可

被
仰
之
事
仁
天
候
者
、
白
地
二
御
退
州
候
へ
か
し
、

候い上座噂候今其樵よ大（３）

螺鵜､ 鵜鑑1 僅
六謹もて候房唾可可は汰者玄
月言候給口令令巾や進、雲

( ､ 礎柵灘錨I i m展
' １、もⅡ当候也給、を、 - ′ ／ - 、

災ｨ , , & 代給也、候又使－

１i 睡繊士
§ 醗灘

商山寺所蔵稗序詞荷論論義草紙背文調

隆
玄

⑥
僧
運
西
申
文
（
二
’
二
○
・
一
二
）

毎
年
の
勤
行
と
つ
か
ま
つ
り
候
う
ゑ
に
、
こ
と
し
の

を
ん
い
の
り
に
や
く
し
く
百
座
井
仁
王
経
百
部
仁
王

誰
而
座
勤
行
つ
か
ま
つ
り
て
候
、
そ
の
巻
数
ま
い
ら

せ
あ
け
候
、

〔
雌
力
〕

そ
の
中
二
殊
一
一
巾
上
候
あ
け
ち
の
駐
た
う
修
口
事
、

（
聖
）

｛
峡
″
〕

召
候
は
ぬ
あ
ゐ
た
、
元
縁
の
ひ
し
り
を
す
ふ
め
□
、

奉
加
の
帳
を
つ
く
り
て
、
国
の
守
謹
み
た
ち
を
は
し

〔
は
〕

め
ま
い
ら
せ
候
ひ
て
、
国
中
の
大
名
の
と
の
□
ら
を

す
上
め
ま
い
ら
せ
候
へ
は
、
あ
け
ち
の
染
た
う
の
那

一
天
尤
と
、
あ
つ
か
り
所
と
の
上
御
奉
加
あ
る
□
し
、

そ
の
と
き
に
お
の
ノ
、
ほ
う
か
す
へ
き
よ
し
、
大
箱

の
と
の
ば
ら
お
口
候
、
さ
り
な
か
ら
象
た
ち
は
奉
加

〔
た
〕

候
、
国
巾
を
あ
ま
ね
く
す
ふ
め
候
は
ん
か
□
め
に
ま

ふめ( 侯うこ十てをわ弓へ（５）

？そ灘鰯＃鮭職心
- | ‐ 候たんを候か候ひ令今御沌阿
二、ま、申、り也し中Ｈ庄&弥
月恐は且候いた、あ候た預陀
廿たる大ハそま御ひ、ま所仏
日謹へ仏、きば恢た微は殿書

蔚, 懲誌更噌, 哩継状
心、んめはくたま之てる ／ー、

l i I I けみてり候入に所I ﾘ １二
弥むやは峡、か不営ｌｌ

１ｉｆ齢湛駄に令不可心八
花淫I 雛澱織捌九
遡猟勘撚燃一

たしにや候二りと、Ｌ

且
ハ
大
仏
四
天
之
御
拝
見
大
切
候
鰍
、
伝
蝿
な
ん
と

も
共
方
一
一
て

－
１
（
後
欠
）

2１



『 七 大 寺 巡 礼 私 記 』 の 研 究

美術工芸研究室･ 建造物研究室・歴史研究室・平城宮跡発掘調査部

前年度よりの拑続研究である。『七大寺巡礼私記』の註解作製を主『|的として，美術:［ﾐ芸・

歴史・考古・建築の各分野共同して，記事の逐語的険討を行なうと共に, 121止紀以前におけ

る南都七大寺の復原的研究を進めた。 本年度は前年度に引続いて興福寺・西大寺・元興寺・

唐招提寺（一部を残す）について 一応の険討を加えた。 昨 年度発見 され た『十五大寺 川記』

逸文を もとにして，本年度は『巡礼私記』以外の縁起類との比較検討を 行なったが，『興福

寺流記』と『十五大寺日記』 との間に何らかの関連が存在する可能性が考えられるに至った。

これに よって『巡礼私記』成立については更に文献学的研究を深めることができた。 他の縁

起類との比較研究については今後の重要な課題である。

なお資料の調査収集については『東大寺絵画目録』 作製を始め とする七大寺所在の美術工

芸品古文書類の調査を行なった。また 七大寺以外に所在する資料についても調査を進めたが ，

そ の中には神宮文庫本『建久御巡礼記』や高山寺所蔵古文書聖教煩中の南部諸寺関係資料等

がある。

なお木研究は文部省科学研究北rill助金（総合研究Ａ　研究代表漸 松下隆章）を受けた。
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典 籍 古 文 書 訓 査
歴　 史　 研　 究　室

本年度実施した典籍古文書調在中，主なものは次の如くである。

南都諸大寺関係古文書等の調査研究　 ［興Ｍ寺］『造興柵寺記』（平安時代写本，紙背文書とも）

並びに第19・20・22・23函の調査を行い, マイクロフ イルムによる写真撮影を行なった。〔府

招提寺〕『唐招提寺史料』第１（余良国立文化財研究所史料第７冊）を出版した。

高山寺所蔵古文書聖教類調査　　数次にわたって高山寺所蔵 の古文,1｝を中心にして調 査 並び

に写真撮影を行なった。 第120 ・ 155 ・ 172～175爾・哺遺第 ３函所収の古文書並びに第139P*i

所収紙背文書（一部は先に掲げた）及び五部大乗経紙 背文 書 の一部（第37函の一部・第5排i）を

マ イクロフ イルムに収めた。また聖教刄iについて も史料価値の高い もの若干点を選んで撮影

を行なった。

その他の古文書典籍調査　 〔神宮文川〕山中文書（内約300通）・類聚神祇 本源・御鎮 座伝記・

御鎮川本紀・元亨三年御遷宮記（以上紙背文書共）・ 氏経喞引付 ・ 御塩殿古文書そ の他 古文

書・記録 飢の調査並びに写真撮影を行なった。

〔金光図書館〕『法曹至主要抄』1听面及び共注㈲断節陌を調査した。
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平城宮跡・飛鳥藤原宮跡発掘調査

平城宮跡発掘調査部

平城宮跡発掘調究部は，平城宮跡において，館63～71次にわたって発掘調在を実施した。

鮒６３．７１次は宮城西辺の馬寮地区，第69次の洲禿は宮11･'央部の推定館一次内褒，節70次の調

査は推定第二次内裏東外郭部についておこなったものである。第59次の調査は昨年度末にお

こなったが，第63次の調査区と隣接し，同一官術にあたるので，今同一括，報告した。第６４

～68次の調査は現状変更にともなう事前調査である。第68次の調査地点は，宮外であるが，

平城宮東院推定地の南に隣接する京域である。完全な調査が望まれたが，業者の充分な協力

が得られず，小地域の発掘調査にとどまり，破壊されてしまったのは残念であった。そのほ

か，第64次以外の調査は，発掘而菰が狭く，遺椛の性格が肌確でなかったため，今回の報侍

では割愛する。

また，飛鳥藤原宮跡においては，小治、常推定地・豊浦､11冒跡・需丘東方遺跡・藤原宮跡館

２次の発掘調査を実施した。小治lw宮推定地の発掘は明日香村蝦浦地Iえの水田I|･iにある「古

宮土壇」の周辺部で行ない，宮跡と推定できる遺構を確認した。盟沌寺跡と雷斥東方遺跡の

発掘調森は現状変更にともなうもので，後蒋は飛鳥浄御原宮推定地の両辺にあたる。藤原宮

跡第２次の発掘調査は，朝蝋院回廊東北の外側域においておこなった。各次別の調盗而秩

・期間・遺構の規模・時期については第１表を参照されたい。

調査
次数 調査地区 洲査期間鼎徽

６３１６ＡＤＣ－Ｇ.Ｈ,ＬＭ馬瑛北域 1９７０．５．１～１９７０．７．２７１４．１．６;’

６４１職8二Ｗ 平城宮東張出部東辺1970.4.16～1970.5.16１９

平６５１６AAN-M 内喪北方官術地区 1９７０．５．８～１９７０．５．１２１０．３

6６１６ＡＦＢ－Ｆ･I･］ 左京一条三坊十五坪’１９７０．５．７～１９７０．５．２３１２５

城６７１６ACO一Ａ 宮城西北部 1９７０．７．１～１９７０．７．４ｉ０．９

6８１ ６ Ａ Ｌ Ｇ － Ａ Ｂ 左京二条二坊六坪 1９７０．７．１０～１９７０．７．２０１５－５

宮６９１６ABP-A．B、 惟定第１次内海 1９７０．８．３～１９７０．１１．２１３４．１５

70南６ＡＡＥ－Ｎ･Ｍ 推定第２次大極殿東外郭’1970.11.1～1971.1.25３１．２

跡７０北６ＡＡＤ－Ｇ 推定鋪２次内災東外郭１９７１．１．６～1971.3.10１７１）

7’｜洲:二::W､Ｋ 、‘賜粟＃i城 1971.2.16～１９７１．５．１１４０.Ｃ

飛 5ＡＯＨ＝I.Ｈ･Ｉ 小治、宙跡惟定ｊＩｌｌ 1970.5.20～１９７０．１１．１１１２１．４

脇 5ＢＴＵ－Ｋ 蝦浦寺跡 1970.12.14～１９７０．１２．２５１ＬＯ

6ＡＭＯ－Ｏ 所.庇東方避跡 1９７０．１２．１５～１９７１．１．３０１５．０

綴２１６AjF_頂 藤原宵火種殿東方 1970.7.15～１９７０．１１．３０１２．０

節１表1970年度発掘調脊状況

－２ ３ －



奈良爾立文化財･研究所年報

馬寮北域（鋪59.63次調査）調衣地は1968年度の４回の調査で馬寮と推測した宮域両北

部の西而北1111に近接する地域である。検川した遺構は掘立柱建物33,冊５，築地２，溝10な

どである。これらの遺構は柱穴の戒復関係などから４期にわけることができる。

Ａ期は,この地域に大規模な造営を行なった時期で,調査地域西端を南北に走る柵ＳＡ３６８０

と同じく東端を南北に走る柵SA5950によって東禰を画されている。これらの柵は第25次，

第47次，第50～52次調査で検州したものの北延長部にあたる。SA3680は今回24間分を，

SA5950は23間分を検川したが，両方とも北端はさらに調査地域外にのびているｏＳＡ３６８０

の西約10ｍのところに面面大垣の側溝と犬走りの一部を検出した。SA5950に直角にとりつ

く築地SA6475は'|‘『術の北を限るものである。入隅には築地の下に木槌の暗渠が設けられ

ており，築地に沿って走る北側の溝に流れ込んでいる。またこの築地の北にある平坦地SX

6502は宮域西面北lIljから東に延びる道路にあたる。

調査地域中央部で検I11した掘立柱建物SB6450は桁行７間，梁行４間の南北に廟のつく東

西棟の建物で，その位置や規模からふて，この官術の正庁と考えられる。この建物の北にあ

る東西棟の建物SB6469は桁行４問分を検出したが，さらに西方へ延びている。南北棟SB

6425は，当初桁行７間，梁行２間の規,摸であったが，のちに改造されて，北に６間分をつぎ

たして，１３間になったと考えられる。

調査地域東部では柵の東を南北に走る築

地SA6150を検州した。この築地は西側の

築地SA6475のほぼ東延長線上で東に折れ

''11り､調査区域外へのびている。この築地は

第37次調査で検出した'向術のそれぞれ西・

北を限るものである。この築地の東にある

南北陳の建物SB6487はこの時期と考えら

れる。またそれぞれの官術を画する柵SA

5950と築地SA6150との間を南北に走る幅

約9.5ｍの空間地は二つの官術の間を通る

道路と考えられる。

Ｂ期には，Ａ期の柵SA3680をとりのぞ

き西而大垣に至る範|M1まで広げて利用して

いる。SB6400は東西に肺のつく南北棟で

桁行11間,梁行４間分を,検出した｡調在地域

111央には柱通りをそろえてＳＢ6185.6195.

6385の3棟がある｡いずれも第５２次調査で東

半分を検出しており，今lrllの洲在で全規模

南北柵

南北棟
東西陳
茄西櫛

南北陳
南北柵
築地
築地

市而Ｉ！〔
西Ｉ

ＳＢ６１９０東西陳５×２２．９×２．４

ＣＳＢ６３８１東西棟５×１３．０×３．０

期:剛難:：縄：:欄窒:籍鼎認
ＳＢ６１７５南北陳２１×４2.4×2.4東西卿

mSB6460南北陳５×４２７×２７東西府
ＳＢ６３３０ ３×３１．８×１．５総柱

３×３１．８×２．１総柱

畔霊溌:瀧北陳６×２乱6xa6
期霊淵撫2脳ｉ:捌
不ＳＢ６４５１南北陳５×２３．０×２．６

剛灘i灘胤撚
節２表馬索北域の主要遺脳

－２４－



平城宮跡・飛鳥藤原宮跡の発掘調査
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節１図馬寮遺椛配侭Ixl

があきらかになった。Ａ期ＳＢ６４

５０のあとには小規模な南北棟SB

6454があるの桑である。南北棟

SB6172は第52次調秀で南半分を

確認していたが,桁行９間,梁行２

間にまとまった。SB6430は４間

の梁行に桁行13間以上の東西棟で

ある。

調査地域西南隅にあるＳＢ６３６０

は，内部周辺より焼土，炭化物，

フイゴの羽口,鉱津などが出土し，

鍛冶工房と推定される。この工房

の東側には南北43ｍ東西６ｍの長

方形の土壌SK6350がある。この

土城中にはSB6360の廃棄物が大

裁に埋まっている。

Ｃ期にはＢ期と類似した建物iKiE

置をしているoSB6401は桁行７

間，梁行４間の南北棟である。調

査区域中央部付近には柱通りをそ

ろえてＳＢ6381.6190の２棟があ

る。さらにSB6381の北には桁行

６間，梁行３間の東西棟ＳＢ６４２０

がある。SB6175は第52次の調査

で南端部を確認していたが桁行２１

間に及ぶ南北に細長い建物である

ことが判明した。

Ｄ期に属する建物は東西に廟の

つく南北陳SB6460の1棟である。

そのほか，時期不明の建物ＳＢ

6453.6451.6464などがある。

出土遺物は量が少ない。土器側出土遺物は量が少ない。土器は「主馬」・「内厩」と墨書したものがそれぞれ１点ずつ出土

した｡ほかに,木簡15点が出土した。中でもSD6483に東から流れこむ東西溝SD6499から出

土したものに,鴫（庭園）を掃き清めるために兵士を進めた記録の|祈片があわせて５点ある。

－ ２ ５ －



－２６－

馬寮南域（鋪71次調査）調査地は西南中門の束，第25次の調査地に接するところであ

る。この地域はさきの第63次調査同様「馬寮」の一部であり，西而I｡|司門の関係からその南の

境界が推測されるところである。

・検出した主な遺職は掘立柱建物・柵・満・井戸などである。

調査地域東部のMlISA5950は,官術の東を画するもので,今回13間分を検出するとともに，

その南端を確認することができた。またこの柵SA5950の東８ｍのところを平行して，南北

に走る溝SD5960は柵の南端のほぼ延長線上で東に折れる。調査地域西北にある南北棟SB

6100は第50次調査で，桁行16間，梁行２間の建物であることが判明していたものであるが，

今回の調査によって西側の柱列の南から３間分だけ廟がつくことが判明した。調査地域南辺

のほぼ中央部で一部分であるがバラス蚊而を確認した。これは両而巾門より東に通じる道路

蚊の一部分と推定される。

以上にあげた遺跡のほか，平安時代に属する井戸４韮，調査地中央では時期不明ではある

が小規模な各種掘立柱建物が液複した状態で検出された。また平城宮以前の進構として弥生

時代・古墳時代の穴や溝がある。出土遺物は瓦・土器が主なものであるが〆他の地域に比較

して敵は少ない。瓦では藤原宮式がめだつ。

奈良国立文化財･研究所年報
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雛
以上，７次にわたる発掘調在で，掘立柱建

物・柵・築地をはじめ多数の遺椛を検出し

た。建物群は数回にわたる造営が認められる

が，これらはすべて築地と柵に囲まれた区両

内にある。しかもこれらの建物群は主に区画

内の北部に集｢'－１しており，中央部は広い空間

となっている。また建物には桁行が14～21間 第３表馬寮南域の主要造機

という宮の他の地域では見られない非常に間数の多いものが集まっていることはこの地域の

特色といえる。これらの建物が東両を84ｍ（28丈）をへだてて南北に走る柵SA3680とSA

5950，北は築地SA6475で囲まれていることは先述のとおりである。南については西而中門

からの道路の一部と思われるバラス而及び東の柵SA5950，西の柵SA3680とでは若干のllI

入りがあるが東の柵の南端を境界と考えると南北は254ｍ（84丈）になる。

以上のような官術ブロックについては，すでに1969年度年報において報告し，これを主馬

寮と推定した。今回の発掘調査と一連の調査における出士遺物の整理の段階で，新たに鎚脅

土器「内厩」２点，「主馬」１点を発見した。この発見によって少なくとも奈良時代末期に主
眺１

馬寮・内厩寮なる宮司が置かれたことがいっそう確実視されるに至った。以ド，主馬・内l既

両寮について若干述べる。内厩寮は天平神護元年(765)２月，近衛府の設置と同時におかれ

た官司で，′任有記猟から染ると近衛府官人との兼職が多い。また，主馬寮は設置年時を詳か

にできないが，頭，助の任官は天応元年（781）が初見であるｏ一方，令制の左右馬寮は宝焔

奈
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平城宮跡・飛鳥藤原宮跡の発掘調秀

10年(779)，左馬頭正月(牟都支)王の任官を最後に大同３年(808）

まで史料には見えないことから，左右馬寮は主馬寮に統合され

たものといえよう。

．このように奈良時代末に設置された内厩，主馬両寮は大同３

年に廃され，もとの左右馬寮が復活するのである。上述のとお

り，主馬，内厩と堪書された土器の発見によって，奈良時代末

には両寮がこの地域に存在したことが確定的であるし，発見遺

構の重複関係から奈良時代を通じて同規模の官司が存在してい

たことが判明する｡平安宮古図によれば,おおよそのところ宮域

西方の位置に左右馬寮があり，発掘調査による官術の規模もほ

ぼこれと一致している。

平城宮東張出部東辺（鋪64次調森）この調査は住宅建設にとも

なうものであるが，この地は宮の東西大腫及び宮城門が想定さ

れる地域である。発掘調査の結果，宮城門想定地については凝

灰岩の散乱を一部確認したにとどまり，門跡と見られる確かな

遺椛は検出できなかった。

東大垣については築地木体の痕跡は検出できなかったが，大

垣の外濠と考えられる幅1.2ｍの南北溝を検ＩｌＩした。

左京二条二坊六坪（鋪68次洲在）ボーリング場建設にともな

う緊急調査として，東院東南隅に隣接する地域で行った。すで

に第44次の調査で明らかにされている条間大路西側溝の南延長

上に設定した東西10ｍ,南北50ｍのトレンチで建物８，冊４，木

－ ２ ７ －

瑳！
妻蕊妻萎

同月§

‘償

坊
川
大
路

鰯2図蕊識坊六坪樋暗渠2などを検川した。
大路西側溝SD5780の西では建て替え，削平がはなはだしく，第44次調査で推定した築地

の痕跡は認められなかった。この溝と重複してSB6545がある。桁行８間以上，梁行２間以

上をかぞえるが，溝と同時期の可能性があり，溝上に張り出しをもった建物であろう。ほか

の建物はすべて築地推定線に東側柱，妻柱などをそろえて建てている。またl1111SA6543も築

地推定線上にのっている。木樋暗渠２条のうち，SD6553はSB6545より新しい。

遺物は溝SD5760より土器・木器・瓦・木簡など多敬に出土した。東院に多く承られる三

彩陶器や緑和瓦，「東隅」・「東南隅」などの墨11|菖土器，竪櫛・斎串などの木製IYI，他に和同

附弥・万年通宝・麻布・漆曝布などがある。

木簡も79点出土したｏ内容的にはまとまったものはないが，「憶漢月寓里望向関｣と記した

ものはｎ本漢文学史上貴重なものといえよう。また，大和飼添下郡からの米の貢進札，｜鳴主

なる人物が銭川拳したきの記録などに注目すべきものがある。

8硯



南北脈

南北順

間仕切り

間仕切り

推定第１次内裏（第69次調査）調森地域は，推定第１次内裏跡(1-1絵)で，推定第２次内裏

後宮両方に並行する位置にあたる。推定第１吹内裏については，これまでの第７．２７次の調

査で外郭を画する築地回廊が確認されているが，今回，新たに築地回廊内の主要な一郭が肌

らかとなった。検出した主な遺椛は，掘立柱建物１３．礎万建物２．塀１．博菰段・階段など

で，前後４同の造営期にわかれる。

Ａ期調盗地域南に段ＳＸ６６００（口絵）がある。この段は北から南へゆるく傾斜する地

形の南部を削平して作っている。段は現状で1.5ｍの落差があり，７０度の傾斜がある。斜面

は博を繊職象にして化粧している。現存する簿稜承は最も残っているところで７段ある。も

ともとは,段の落差は2.5～３ｍ程で,３０～40の段博を積承上げていたと思われるｏ今回の調

査では,SX6600は東西63ｍを検出したが,東西両端は調査地域外にのびている。段ＳＸ６６００

の基底部は推定第１次内裏回廊内を，南北にほぼ３等分した線上にあり，この一郭の南限を

画している。段SX6600の南前面一帯は砂利を敷きつめているｏまた，この段には，朱雀''１１

rl-i軸線の延長上にあたる部分に,木製の階段SX6601(口絵)がとりついている。建物はこの階

段をのぼった正面約９ｍのところ，同じ中軸線上に位置して，正殿風建物SB6605があるＯ

Ａ期の建物は，のちの削平がいちじるしく，確認できたものはこの１棟だけであった。

この時期の遺物は，土器と瓦があるが，極めて少量であった。とりわけ恥の出土が少ない

のはこの地域の建物が瓦葺以外のものと承

られ，この一樵の遺構の性格を推測させる

ものがある。

Ｂ期博積段の前面に置土して，敷地を

南へ拡張し，北面の築地何廊もつけかえる

など，この一郭の敷地全体を南へずらして

いる。同時に，建物も全面的に建て替えて

いるが，それらはすべて10尺方眼地割にの

って整然と配置されている。正殿となる東

西陳建物SB6610は桁行９間，梁行９間以

上の建物で，朱雀門からの中軸線上に位置

している。奈良時代の建物でこのような建

物を考えることは，技術的に難しく，前後

２棟にわかれるものと考えた方がよいであ

ろうｏ（1971年度の第７２次調査で、この建物は

全規模が明らかになった。それによると３棟の

建物がilil:を接して、前後に並んでいる｡)このS

B6610の束妻柱列よりち‘ｋうど60尺離れた

卿|：
§
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平城宮跡・飛鳥藤原宮跡の発掘調査

ところで，西妻柱列通りをそろえて，５棟の東西棟の脇殿が，

整然とならんでいる｡南からSB6660･ＳＢ６６５５・ＳＢ６６５６・

ＳＢ６６６３・ＳＢ６６６６・SB6669となっている。さらに正殿と

これら５棟の間には，２棟の東西棟建物を配している。こ

のうち南の１棟SB6640の桁行柱間は，６０尺を５等分した１２

尺となっている。調査区北端には礎石柱列SC6670がある。

推定第２次内裏北面築地ImiI廊南側柱列の四延長上にあり，柱

間も一致することから，推定第１次内裏北面築地回廊を南へ

つけかえたものと推定した。なおこの時期は，のちに東脇殿

の小改造をおこなっている。すなわちＳＢ６６５５・SB6656が

廃されて，Ｈ隠塀SA6657にかえられ，同時にSB6660に北

孫順をつけている。

SB6663の柱抜跡より多鐘のjlil:瓦がＩｌＩ土した。なかでも67

32型式(東大寺式)ilil:平恥と6282型式jiilF丸瓦が多い。また，建

物配置が推定第２次内裏後宮のＢ期と極めて似ている。

ｃ期再び建てかえがおこなわれ，建物配置が全面的に変

る。朱雀|ｉｌｊＩｌ二'心軸延長上に正殿SB6620を配置しているが，

脇殿はSB6622のみで，しかも南北棟である。北方には後殿

風建物SB6621がある。この建物はMnは伽立柱で，身舎部分

は礎石柱となっている。SB6621とSB6622のあいだには縦

枇に塀がめぐっている。この時期の建物が，推定第２次内裏

Ｃ期と同様に，広蜘を特徴としていることから，推定第２次

内裏後半の時期，奈良時代末と考えられる。なお，ＳＸ６６２９

は大膳職の真中を走る柵SA304の南延長上に位置するが,現

在のところ柵か，建物か不ﾘjである。

Ｄ期Ｃ期の建物配置を踏襲しているが，規模は縮少され

ている｡その配置から考えて,Ｃ期の塀がそのまま継承された

可能性がある。時期は，平城上皇のころと考えられる。

以上のように今1111調査した一郭は，内異と密接な関係をも

っていることが判明したが，整然とした建物配置が奈良時代

全代を通じて維持されているなど，第１次内袈と第２次内裏

の存在をめぐって大きな問題が残されていると言える。今後

の調査による解決が待たれよう。なおＤ期の建物が平城上皇

の時代の中心的なものであった可能性がある。

－ ２ ９ －

Ｉ

第３図推定節１次内襲変進図
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Ｂ期この地域の1.|』心的な時期で,東IiIi築地SA705に画された一

銘4馴霧鵜腫図郭に整然と建物が配置されている｡礎石建物SB7500はすでに第40次
の調査で南半部を確認していたが,桁行7間,梁行4間の大規模な楼風の建物で,西側!|･Ｉ央に桁

受石があり,木製の階段をつけている。従来東楼跡とされる土壇が西側にあり，この両者の関

･係が問題となる。SB7500の北側には柱列をそろえて，同一規模の２棟の南北陳SB6700･SB

6701が並び，同じく東側にはSB6710がある。この礎石建物を中心にした一郭が，内裏外

郭。大極殿回廊,およびいわゆる東楼跡などとどういう関係にあるかは，今後の課腿である。

Ｃ期礎石建物の東側一帯を整地しているが，建物は１棟をかぞえるの承である。なお，

遺物は土峻などから多量に出土している。とりわけ恥の出土量が極めて多い。「本直七左…

」・「…直三右…」と線刻された噂や三彩・二彩・緑紬陶器などの破片も出土している。

北地区第21次と第33次の調査区に囲まれた地域で，第２次内異東外郭部にあたるｏ調査

区東端を南北に走る東面築地SA705は築地本体の積土がよく残存しており,寄柱の穴と積土

との関係から数回の改築が認められる。その時期はり]らかでない。この築地には門ＳＢ６８２０

がついている。この門は，内裏を囲む北面築地回廊と南面築地回廊間心を距離の２等分線上

;た第５表推定節２次大極殿･内裏東外郭の主要造機

－３０差一

,ｌ
Ｉ

ｉｌ 推定第２次大極殿･内裏東外郭（第70次,淵査）調査地は，推定節２

次大極殿・内裏の東外郭部にあたる南・北２地区である。この調査

で，東外郭部のほぼ全域の調査を終了した。

南地区第33次と第35次の調査区に挟まれた地域で，推定第２次

大極殿の東側にあたる。検出した遺構は，築地・礎石建物・掘立柱

建物などで，前後３時期に分かれる。

Ａ期SB7550など３棟の建物がある。SB7550は，すでに第３５

次の調査で南半分を確認していたが，桁行13間，梁行２間の南北棟

にまとまることが判明した。

剛SB67301東酎＃1'４×，｜…｡’凱0×識，，

■ニーニェ一一一一一エムニニー

託匠
昌
、

１
０ ’

８

礎石建物
西中央右階

次lSB67001南北棟'10×２３．０×3.0

に位置しており，平安宮の建春門にあたる。

宣陽門）に通じる幅６ｍの道SX6850があり，

その両側には築地SA6840とSA6860があって，

内裏東外郭部を南北に２分割している。SB

705とSA6860に限られた南の一郭には,礎石

建物SB4300(1-1絵)がある。第33次の調査で

すでにその南半部を確認していたが，今回新

たに南北３間，東西４間分の礎石すべてが原

位置を保って検出された。柱間4.45ｍで桁行

７間,梁行４間をかぞえ，基壇規模南北34ｍ，

東四20ｍをもった大規模な建物である｡また

この門から内裏の東面築地Ｉｌｉｌ廊中央開門(平安宮

奈良国立文化財研究所年報
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のちには北側に土崩をつけたしている。この

建物の西側には，石敷道路SX4285をへだて

て，SB4290が南北に長く建っている。ほか

に，井戸ＳＥ6845,SB6825がある。ＳＢ６８２５

とSB4300の東北隅一帯には炭灰の充満した

ピット群・溝などがあり，この一郭で金工か

鍛冶が行なわれたようである。なお調査区域

西端は地山面まで削平されているため，西側

の築地を検出することはできなかった。しか

し鮒33.21次調査で検出した東西溝SD4240・

SD2350・SD2000が，SA705の心から西へ約

47ｍのところで，おのおの陪渠となってい

る。したがって，この部分に南北に走る築地

が存在したことはほぼ確実であろう。

今回の調査をもって推定雛２次内裏大概殴

東外郭部のほぼ全貌がりlらかとなった。それ

によると束外郭部は，内袈および人械殿一郭

の火に隣接し，築地によって凹まれた南北に

細長い敷地をもち，築地・道路等により南北

に３分割されている。それぞれの区域には東

南順をもった''１心建物を置き，南北陳を主体

としている。内裏外郭部は，その北限が未調

査で断定はできないが，内裏造営計画線にの

って南北に２等分されていることからみても

内裏と雌も密接な関係をもった官術であろ

う。SA705の東を流れる大勝ＳＤ２７００の上流

に「宮内省」等の墨鍔土器が出土しており

(年報1965）宮内省との関連が考えられる。ま

た大概殿東側の一郭が，内褒外郭部とどうい

I）ｂ１Ｏ２０３０Ⅳ
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なお，今年度報告した平城'呂跡の発掘調査で出土して木簡の主なものは「平城宮跡発掘閥

査出土木簡概報（八）」（1971年）に収録したｏ

註１．心II隆之「内厩寮考」統'1本紀研究５－５(1958）（縦lⅡ猟災．石隣好雄．lⅡ辺征夫）
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1１

小治田宮跡推定地小治佃宮の所在地に関

しては’飛鳥岡本宮と同所，雷丘東方の地に

推定する喜田貞吉説など諸説があった。今回

発掘調査した明日香村豊浦と橿原市和出とに

またがる地が有力である。推定の主な根拠

は，’)蘇我稲目の｢小墾田家」・「向原家｣に仏

像を安置したといい，それが豊浦寺の前身で

あると考えられること，あるいは日本書紀の

朱鳥元年に五寺の一として，「小墾田豊浦寺」
●●●

をあげていることなどから，小墾田は豊w,i寺

の近くを指す地名があるいはそれを含むより

広域を示す地名と考えられること，２)小字名

に「古宮」という名称をとどめ，ここに建物

の基壇跡かと承られる小土壇が現存し，古瓦

の散布が認められること，３)｢古宮｣土壇の近

くの水田下から，明治''年に金銅製四環壷が

出土していること，４)付近の水田地帯は，東

西・南北300ｍ四方ほどの範囲が周囲より一

段と高い平坦地となっており，古代の宮殿が

立地するのにふさわしい地形を示しているこ

となどがあげられる。今回は「古宮，十鱒のとなどがあげられる。今回は「古宮」土壇の 第６図小治、宮推定地遺構配置図

周辺を発掘し，掘立柱建物・石組大溝・素掘りの溝・庭園などの遺構を検出した。この地域

の旧地形にはかなりの起伏があって造営に先立って地ならしが行われている。

発掘区の各所で，掘立柱建物の柱穴と思われる遺構を検出している。規模を確認できたの

はSBO85の象であった。SBO85は６間×３間の東西棟で，「古宮｣土壇のすぐ南側，かつて

金銅製四環壷が出土したと伝える付近でみつかった。柱穴から出土した土器や，柱間寸法が

奈良尺(9.5×6尺）よりも高麗尺（８×５尺）の方が完数が得られることなどからみて，後述す

るSDO50や庭園造描同様７世紀前半から中頃の時期のものとしてよいだろうｏ

ＳＢＯ８５の南方約30ｍで，東南より西北へ流れる大溝SDO50を検出した。まつすぐに47ｍ

以上のびており，その走行は東西に対して北に20度ふれている。１幅1.5～1.8ｍ，深さ0.4～

0.6ｍ,両側には0.2～0.4ｍ大の河原石を２～３段積承あげている。堆積層の状況から承て，

かなりの流水があったと認められる。堆積層から土師器・須恵器が多敵に出土している。

この大群の北側には，小規模な庭園がある。池SGO70から，玉石溝SDO60へ，水が流れ

出るようになっており，周囲は，石だた承SXO65となっている。池SGO70は，楕円形の平

－３２－
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面をなし，こぶし大から人頭大の河原石を,深さ0.5ｍほどの摺鉢状に貼りつけている。縁に

は特に大きな石を配しているｏ西半部は破壊されているo玉石溝SDO60は蛇行して西南へ向

い，大瀧を崎切っている。先端は調査地域外にのびる。この溝は,側に河原石をたてにならべ，

底に河原石を敷いている。ところがSDO50との交叉点以南では,底石はなく，側石も貧弱で

ある。したがってSDO60は当初大溝より以北の承がつくられ，大勝に流れ込んでいたが,大

瀧廃絶後に南に延長した可能性もある。石だたみＳＸＯ65はこぶし大の河原石を用いている。

小範囲しか現存していないが，周囲には，河原石が蝦しく散乱している。本来は，広範肌で

あったと考えられる。素掘りの南北溝SD124も，SDO50と同時期のものと考えられる。以上

より新しい時期の主な遺構としては,ＳＸＯ51,ＳＸＯ66,SDO90などがあげられる。ＳＸＯ５１

及びSXO66はともに１ｍほどの間隔で河原石を並べたものである。藤原京の南京極はちょ

うどこの周辺と推定されているので，これら遺椛はそれと関連する可能性もあるが，時期的

には検討すべき点を残している。SDO90は，Ｉ鵬３ｍほどの素掘りの櫛である。「古宮」土壇

をなかに南北35ｍ，東西40ｍの方形にめぐっている。出-ｋ遺物からみて中世のものと推定で

きる。また，「古宮｣士壇の中央部には石枝象があった｡その粘査は今後に残したが，ＳＤＯ９０

とほぼ同時期のものと考えられる。したがって，これを以って古い建物跡とする根拠はなく

なった。

遺物は，土器と少並の瓦・博がある。土器は池や各溝から多並に出土し，これらの遺椛の

重複関係から飛鳥時代土器編年の手がかりを得た。須恵器は，杯蓋から染ると５型式に分類

でき，ＡからＥへの変化がたどれる（節７図）。これから承ると大溝SDO50はＤ，玉石小満

ＳＤＯ６０・池SGO70はＥの時期ま

でそれぞれ存統することが判る。

須恵器と共伴する土師器を承る

と，‘椀類は，粗雑なつくりのａ・ｂ
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司忠器,右･土HIi器）蓮華文の嫁

Ｊ〆

か，遺櫛をおおう暗褐色砂質土層

出土の土器がある。土器は単純で

はないが，それらのなかには，先

述の土器と，藤原'畠跡の土器との

I|･ilIIlをつなぐ一昨の土器がある。

なお，細文式晩期の土器や弥生式

土器が断片ながら州土している。

ほかに，SDO60から出土した単弁

卵７図小治川宮推定地出土土器（左･須恵器,右･土師器）逆華文の螺（11絵）がある。これ

－３３－

L三豊二三ｺＩＩ

平城宮跡・飛MIj藤原宮跡の発掘調査

'一一畳！

０５１０腿

／



SD1101素掘りの洲
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丘

は百済単守里廃寺出土例に頬似する。瓦は，暗

褐色砂質土層ないし床土から，単弁八葉蓮華文

軒丸虻など数点発見されたにすぎない。これら

の瓦は避浦寺・奥山久米寺出土のものと同箔の

可能性がある。

以上の蛎実から，この地域は広範囲に遺構が

存在することがはっきりし,７世紀前半から中頃

にかけて宮殿跡であった可能性が大きいといえ

よう。しかも，大催と庭園遺椎との重複関係か

鯛繍|融

第８図坐浦寺跡石列
らすくなくとも2回にわたる造営が認められる。

豊浦寺跡この発掘はりjl-I香村蝋浦74-1番地の水111の宅地転用にともなう事前調査であ

る。呪在の広厳寺本堂の北方50,,.廿樫岡に連なる丘陵の東掘部にあたる。「古宮｣土壇は，

ここから北150ｍほどのところにある。小治出宮・豊浦宮･駕浦寺の関連を知るうえで重要な

地点である。発掘地の閏北隅のIﾉli側伝陵鵬部で南北力向に並ぶ石列を検出したｏ長さ30cmほ

どの石を一列にならべたもので，東側を面としていた。その方位は，現在の広厳寺本堂と本

堂前庭で発見された建築遺椛の方位とほぼ一致し，真北に対し四へ18度ほどふれているｏこ

の石列の南方10ｍで拳大の小石を敷きつめた石敷を検出した。北と西側は後世の穴などによ

って破壊されており，南と東側は発掘区域外にのびる。その年代や性絡は明らかでない。ﾌ(_『って破壊されており，南と東側は発掘区域外に

蚊の北側を破壊する穴は，径８ｍ以上あるｏｒl’

には暇しい戯の瓦喋とともに礎禰が３個投げ込

まれていた。瓦類は飛鳥時代から室町時代に属

するものがある。土器も近世のものにまで及ん

でいるので，埋めた時期を近吐とすることがで

きる。

以上によって，この調査地域が寺の境内であ

ったことは明らかである。瓦喋を捨てた穴の存

在や付近の地形などから判断すると，この地域

は境内の西北隅に近い位置にあたり，石列はそ

の境界となる施設かもしれない。

雷丘東方遺跡この発掘は明｢１番村雷１８－１

番地の水田の宅地転用にともなう事前調査であ

る。雷丘の東裾にあたり，すぐ北方を｢'1111]道」

が遮る。小範囲の発掘にもかかわらず，掘立柱

雌物５棟・掘立柱列１条・大溝１条のほか数条

３
３

遺椛｜柱間数|瀞;蝿 術考

幅１．８１’
深さ０．５
幅０．２５
深さ０．２

東西２．８
南北２．４

幅２．５
深さ０．７

西陥

幅０．８
深さ０．１
幅０．７
深さ０．１５

１脈0.5
深さ０．２
幅０．４
深さ０．１５

'伽,１８．０
深さ０．６

弥生時代

、

SDO501玉覗i満
小

雛:::僅灘

建蓋麟州… ２
７
０
８
１

SB1011南北桃’７×３１３．０×３
２
２露淵|搬調?脳laO×

跡|淵|胴淵7以上暇

－３４K一

Ｕ，一

０
０

猶lSD1551南北洲

進櫛撤間数騨蝿｜肺考
ｌ隅1.8ｍ

ＳＤＯ５０玉禰満
深さ０．５

小 幅０．２５
治SDO60玉石溝

深さ０．２

:SXO65玉潜敷
東西２．８

推ＳＧＯ７０玉石池
南北２．４

馬SBO85東西陳６ｘ３２Ｓ５ｘＬ７８
幅２．５

SDO90素掘りの満 深さ０．７

ＳＢ１０１南北陳７×３３．０×3.0西陥
ＳＢ１０２南北棟５以上×２３．０×2.8

雷SB103東西棟１以上×２２．１
幅０．８

SD110素掘りの溝
深さ０．１

丘 幅０．７
ＳＤ１３５南北溝

深さ０．１５

#淵聯〕誰；:８
１'１冊0.5

辿SD155南北溝 深さ０．２
１'１冊０．４

ＳＤ１６０南北洲
深さ０．１５

跡SA161南北柵７以上1.5～２．０
１W,１８.Ｏ

ＳＤ162南北満 深さ０．６

藤SG520玉石池
原ＳＤ５２１瀧
宮SD523溝
跡SA524玉石淋
節SD527溝弥生時代
２ＳＧ529玉石大池
次ＳＢ５３０東西Ｍ〔６×４４．５×４．５

SD1621南北満

第６表主要遮椛



平城宮跡・飛鳴藤原宮跡の発掘調在

到り

の溝などを検111じた。

調査地域西側に，四Mjつきの南

北陳掘立柱建物SB101がある。桁

行７間，梁行３間，柱間は３ｍあ

る。このSB101の北妻と柱筋の通

る，東西棟と象られるSB103があ

る。梁行２間で，桁行は西側が洲

査区域外にのびて不ﾘjである。柱

間は2.1ｍある。SB101の柱穴を切

って，身舎と方向，柱位置をほぼ

lIilじくする南北棟建物SB102があ

る。桁行５間以上,梁行２１洲1,柱'１Ｍ鋪９図簡丘東方遺跡適職配瞳図ＯｏｌｌＪ１ｊＯｌＩｉ｣以一j二,率1ｊ乙111｣'‘1エl1Ij

は桁行３ｍ弱，梁行2.8ｍほどである。以上の３棟は柱筋の方位がI1liに２度ほどふれている。

このほか，Ｌ字形に屈折する溝SD110があるｏこの溝はSB101の柱穴を切っている。

これらの東側に南北の素掘りの溝SD162がある。幅８ｍ,深さ0.6ｍの大規棋なものであ

る。南北方向の掘立柱列SA161は,この溝の底面で検出した。柱穴は小さく,柱間寸法も１．５

～２ｍと不揃いである｡溝SD162の東側で検出した掘立柱建物SB150は桁行５間(柱間３ｍ）

の南北棟である。東側は発掘区域外で,梁行数は明らかでない｡掘立柱建物SB151はＳＢ１５０

とほぼ同位置にあり，南北に３間（柱間３ｍ弱）を検出した。桁行３間，梁行２間の南北陳

かもしれない。このほか，南北溝ＳＤ135,155,160を検出した。SD135はSB150と重複

し，後者より古い。これらの遺構の方位はSB151とSA161が真北に近いほかは，西地区の

ものと同方位である。

遺物には,SD110から多最に出土した土器がある。これらの土器は藤原宮跡出土の土器よ

り,やや古い要素をもつものである｡他の遺構からも土器が出土しているが，SD135出十二の

土器をのぞいてＳＤ１１０出土土器に近いものが多い。この調査地域附近は，飛鳥浄御原宮跡

推定地の西辺にあたる所で,それとの関連で注目されよう。SD135の土器は，奈良時代後半

のものである｡またSB150の柱穴からjlil:平瓦(平城寓6691型式)が'１１土し，周辺からも鬼瓦・llil：

平瓦(平城宮6721型式）が発兄されているｏ

藤原宮大極殿東方（第２次調査）洲査は大槻殿跡である大宮土壇の東南130ｍの地域で行

なった。この地域は，’1本古文化研究所の閥盗で，刺堂院Inl廊とその北側で礎石・根石を確

認している地域の北方にあたる。今|且Iの調在は，奈良県教育委貝会の調査で東北隅を確認し

た内裏外部回廊の南延長部の追求と，それが日本古文化研究所の調査で検出した遺構とどの

ような関係にあるかを明らかにすることを目的としたのである。検出した遺椛は，礎石建物

１，冊１，池２，溝４などである。朝堂院回廊の北30ｍの所で検|｣Ｉした礎石建物SB530は，

－ ３ ５ －
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藤原宮朝堂院と発掘区

１１

第10図藤原宮大極殿東方遺構配瞳凶

大きな礎石を使用した東西陳である。礎石は，６ケ所で検川したが，ともに後世に移動し，

原位置を保つものはなかった。調査地域が限定されていたため建物の全規模は確認できず，

桁行６間分，梁行１間分(柱間ともに約4.5m）を検出したにとどまった。これに'二１本古文化研

究所の調査の結果をあわせると，SB530は，大極殿回廊までの眺離からゑて桁行７間か９

間，梁行４間の建物に復原できる。SB530の北約６ｍで石敷の池SG529を検出した。

調査地域東側では，玉石池SG520と南北に延びる勝SD521を検出した。SG520は，南

北長さ８，，幅1.8ｍ，深さ0.15ｍあり，床而には拳大の府平な河原石を蚊きつめ，側壁には

同様の石を立て周囲をめぐらせているｏＳＧ５２０の南と北にSD521が取りつき，南から北に

流れる水を溜める池として設けられたものであろう。SD521の西約３ｍの所に掘立柱列S

A523を検出した。調査地区内で３間分（柱間2.1m）確認し，いずれも柱根が造存していた。

この他，弥生時代終末期から古城時代初期にかけての溝SD527を検出している。

調査地全域で多量の土器・瓦が出土した。特に礎石建物周辺では瓦の出土が顕著であり，

粁瓦では6275.6643型式のものが多い。

内裏の規:膜および朝堂院との関係確認を目的とした調査であったが，発掘地に内では所期

の目的を達することができなかった。しかし，内裏の外郭と予想される地域で，かなりの規

模をもつ建物と庭園関係と思われる遺構の存在を確認することができ今後の調査に大きな期

待をもたせるものとなった。（木下正史・稲田孝司・石丸洋）
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奈良山第 53 号紫の調査
平城宮跡発掘調査部

3r;. pえ7,;;J仕·；：1·’ tこ月l L、た瓦は， ほとんどが奈良

111 ri：・｜凌て‘焼かれたといわれている。7：，.·の北方

にj主って苛底をつくる奈良山は ， -B＼＇｛』";i45～140

mのゆるやかな丘陵地で， 大部分は，，l林と原

貯である。

窯跡はこの丘陵のなかにあって， 奈良市・

京都府相楽1tll木津IIIT・同制翠IIIJvこまたがって

分布している。現在までに50基以上発見され

ていて， なかでも奈良市中山IIりとあ！β（!illlJi：吃谷

には， あわせて半数ちかし、集跡が存在し， 分

布の小心をなしている。これら紫跡は， 主と

して平野に而した斤ー｜凌侃に立地する傾向にあ

り， 宅地· IB:k!HなどのIJM発ではやく71'1滅した

ものも多数あると考えられる。

これまでに先制などによって窯｛判的造の釘l
Jtl 

られるものには， 乾才？のZ去り�＼と，

ti1 l同 平主主1J1W53口；実配世間
.lf 2 

奈良市歌[4:i.lllJの平突がある。しかし，千,JJ＇・ r.kJ山土と同ZWA

の瓦を発見したのは， わずかにr1-,,1,111r付近の散布地があるのみで， j」態については不明な.＇.＇�

が多し、。

｜昭和1391f, この奈良，，，任｜凌において01地を造成する計画が， 円本｛t宅公団によって立てら

れた。j告｝1.li:而引は610h日で， 丘陵の半分以上のJよさを占め， 完成H抑こは人口75,000人の都市

となる。

日jJ也内には多数の泣跡、が存不Eすることが予想されたため， 工·J;:に先だって， Fl木住宅公団

の委託研究として分布訓読をおこなった。その紡民， :1湖、の他にも古墳・寸跡、なとが16ケ所

以上発見された。 このうち， 団地内第8号地点（53号；史）は瓦の散布が知られるのみで， Jll 

跡のiii：怖が不明であったため，可h・n行に；開校して悦めることになった。調子午にあたり， 奈良�.�

教'l'Y委只会内にτ 1z以団地内第8号地点調託委只会をt,'il瓦し，llf{和45年7月20日から同 1r s Fl 

3111まで， 発抑制:i'f.を宍施した。発J市！の結果， 3 i/占の：T；跡と多数の玉V·k点官と向型式の瓦を発

見した（ 3 ii山の：？制；J:t.JUII『iに53ー 1 ・ II · Illりおと11-f-..S九〉。以下調布の慨要を報告する。

53号窯は奈良，，｜のほぼrj:i央で， 東問に玉t；る支谷のII＼口近くにある。 この谷は， 東でI何；It

に延び
、

る大支谷に辿っており， 南方へ抜けると実跡からτ，i.以7JJ;へは約2 kmの距向mになる。！？；

跡は， 7.KIIIからj己似の1J\Uこまで比�·：j約20mの斤．陵THt'I ITH• I 1Jlliに立j也し， 初日：：m～84111の目＼lに
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ある。行政区画のうえでは奈良市山陵町15 85～1 に屈している。

発掘に先だってボーリング調査をおこない， その結果をもとにトレンチを設定した。発見

した窯跡のうち， I i号禦は最も新しく， l号窯の灰原下から発見したH号窯がこれに次ぎ，

｜｜号%によって破I裂されていた日i号無が最も°i!"il、。各窯の詳細｜｛土次のようである。

l号窯 3誌の京以；のうちi訟も日L、所に｛立位し， 館山しf',j)先制jで即日8 4m である。 砂礁

のJ也11 lをベースにした全長7.5mの笠り紫である。)J'61瓦rniの長さは奥佳から 4.5m ， 燃焼部の

長さは約 2m が残っている。天井はすべて：－；作下し， 傾斜変換部の前後lm は地すべりのため

完全に崩j裂していた。

燃焼却は側壁をまったく失ない， わずかに木炭と灰のJi�加する:11｝肢が残るだけである。焼

け方はにぶく， ほとんどわからなし、。 焚口と推定できる部分の 前方約 5 mは ほぼ平坦であ

る。これは祭休を掘った｜探の排土を利用したもので， いわゆる前庭部にあたり， 窯焚きの作

業場である。ゴiJ·氏には灰原へ続く掛7）（.総が設けてあり，百件の中には瓦を敷L、ている。

焼）ili;＼守j＼（士床 l陥2mで， 長さ4.5mが残存している。床而は当初，i也山を階段状に削り出して

っくり， のちに2回にわたって瓦と粘土をm し 、て補修しており， 合計3 I習が区別できる。最

終の床而には，比日l. 3mの間に10 段の階段が残っている。階段は主として丸瓦を航に並べて

「r=ってある。床而傾斜は10度強で， 延長すると燃焼部との1111で段孫ができる。側壁は， 左側

で1土下部約25cmの1111は地111を利用し， 上部はレンガブロ ックを杭む。 レンプ＇i:0'1みの表而を

あ＇i土て・上塗りした部分もある。レンプfはスサ入り粘土を固めたもので， 長さ30cm, I陥25cm,

厚さ7cmほどのものが多L、。発掘rjコに観察したところでは， このレンガ のほとんどはー而の

みから火を受けており， 天円で1生燥させたままで用いたと考えられる。レンガを杭むための

掘りブ1が側壁外ブj60cmから掘られていた。右側壁はj也山監が10cmの日さに残るのみで， レソ

tn 2図 ；名跡Iii土軒丸 ・平瓦

ガ wみは不明である。

奥崎もレンガを使って築き， 左端で60cm， 右端で

は10cmの�·：1さに残っていた。中央で， 床而から平瓦

を立てて， 幅25cm, �·：iさ30cmの脱出し穴をあけてい

る。煙迫－は上方へ約90cm残っていた。

灰原は焚口から下方へ扇形に広がっていて， 侭f'iii

は現水田下まで達している。灰原の左右の広がりは

最も大きい部分て‘約 12mある。灰層は厚い部分で80

cmほどで， 木山， ！火の少ないのが注意された。

なお， 灰原からは多数の瓦がH1土した。瓦は平以

宮軒並LTL6 30 8・613 3, �q：平瓦 6 682�刊式Ct(; 2図）の

ものとこ種の鬼瓦（第5図）のほか， 多J，）：の丸. ，，λ 

TLがある。
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釘！ 3図 [I号WI；分焔tl：と天井

H号窯 ｜号無の京日'i4 m， 一段 1氏し、 l 号窯灰

活用下から検11\した。全長約 6 m, ロス トルの1!lf,l、形

式の可！.�で， ひとまわり大きな抑りブ7を持つ。窯イ小

l土良好な保存状態で， ！'k成fftlと燃焼ffj;では天井の－

;';iiが成作し築＇.＃Uirl�をまIIることができた。

焚口の床師は約lmで， 焼成主へ水平に延び て

1.6mに広がる。 紫口1liT方にはノ、の字にひらき， 1J〔

L、Tlill必imへ続き， TliT陸部のTHTは急激に下って灰原と

なるの 燃：）;i't;-';H床而はオレンジ色を皐し， 竪く此けし

まっていた。小傑と木炭の川府によって介計3閉に

｜孟別でき， 各床のj享さは約10cmで司ある。fl!IH遣は1!iliり

/jの内OIJJに位き土をして整形し， ス サ入り料iニ仁をJ二

盗りして仕上げる。天井も同様にWi土を民Iiりつけて

ある。床から天井までの日さは約lmである。燃此宝と焼！主主とは30crniiiJの段務で‘1�：分され

ており， 両者の川には前任50cmほどの分的伯ーが立って天井まで注している。分的れは ，JtF平瓦

を数枚介わせて心とし， スサ入りWi二iこで巻いてつくる。

抗，ix:室（:t， 床i
7

1iは！拠出まで延長約2.5m, 1j1日l.Smである。 ロス トルミ：干の施設はなL 、
O ill'（料

は少なく， 2 .5mの川で約10cm日くなるだけーである。 （HI店主は左側でーは約90cmの刊さに残って

おり， 分1れれの近くで天::JJ：とあれ、ている。 布fHIJ日.！は10cmの日さに成るのみであった。 これ

は， 瓦を取りIllす際に， 右(JIJH!；！がわを峻したためと想像される。fl!IJ控と天井は， ノシ 瓦また

は平瓦の！日jにスサ入りあlj土をはさんて町｛み上げ， さらに�Vi土をWiって内壁とする。掘り方は

汗灰色粘土の地山を切っており，｛II.I］位との11\Jに木山と瓦を合んだ泥土がつまっている。天井

部は瓦をもち送りに砧み， 瓦と瓦の川はスサ入りあli:IこでおIi強している。 床而からの刊さは

l.2mである。

奥壁は左端で"40cm， 右端でlOcml'.-1の日さに残っている。床而からlOcmJ二で·3本の州11\しが

II＼て， J二ブ7
・
で・ 1本にまとまっているo nYUI ＼ しは， ！発ほからIL\てすぐに約401立のf?J )J:[でl.5m

のび， さらに垂直にちかく lmたちあがって地表にIL\る。 地表でuヌLTLを立ててII\ IJを rm

い， il�iれるのを｜勿いでいる。

Ill号窯 II号窯の下に置なっている去り窯で， ご主体後半；＇.fi\(:tJ也｜｜｜くりぬきである。 燃焼

却とがL成部の 一部は， ｜｜号窯の桃築により破壊されていた。 羽{T-Jd(:J4. 5mで， 州りII＼しま

での保杯状態は良好である。

焚口と燃焼日1＼はまったく不明であるが， H号・焦燃焼室の床而下でj也山との11\liご木JJ<J円を認

めたので， Ill 0・兜の燃焼部もH Y手荒とほぼ同｛訂白とHf，定した。従って， Jl1iJ,定部の状況はH号

怒と似たものとなる。右THTI定miには灰原へ続く脱水併があったot,Vi'はTfJ:4をj也山に銅ってあり，
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平城山第5 3号黙の日l,\I JF. 

部庇には平瓦J:
ー

を！放いてある。 この部は付近の府庁：からみて， Ill号無に伴うものと判断し

た。併の右ではj也山が念、に上がりwとなる。布古iI庭·;';iiは孜－く， 2 m)lらずである。左，HI!在部

はなだらかな傾斜で灰原へ続く。

此！ぷ;filは奥ほから3.5mの川が成っている。現 ι品大l町2 m， 天井までの市さ1.2111で－ある。

床而lは附段状に作るが， 残存·;';iiのiliT
、
j＇.：と後

、
rで吋幣えブJがJ\1る。すなわち ， iiiJ

>
l'.:.0.5mの11\I！よ

丸瓦を｜慌に；l立ベ s 後半ではスサの入らない粘土をi置いて｜相変とする O T,1－：而削料は約22皮ある。

後半では階段が 7段残り，天井，（lllJqともに原形をととdめていた。背灰色粘土地JI lをくりぬい

たままで， Niりつけ等の補修はなし、。なお， m号；恨の床而下ではもう一回の床而を認めた。

その床は幅l.2mでIll号無のものより狭く，抑り凹めたj也JIJをそのまま利用して階段状に作ら

れていた。床の延長は，II号窯をはじめとする上府 iliWiを破峻しないため， 追求し々かった。

！処監は約50cmの�·：
；

』さであるo :filli/Hしはf�I：径30cmで， 天チドリI央の！た壁際から{J:,fめ後方へ約50

cm延び
．

る。j也lIJくりぬきである。床而から先端iまでの『：Iさは現状で約lmをill.IIる。

灰原はH・lll号然の区別はできなかった。検II＼した部分て‘
のJ，立大1p;,i 6 m， 炭化物を合んで

.＇！.＼色を旦：する;';ii分のl平さ約lmある。

まとめ 3訟の窯跡からは多数の瓦を発見した。 各実ごとの，，q：瓦の川七，.＇i.数は知一表の

ごとくである。 このうち， �：休としたものは， �t 休1J,J， あるいは茨口， jjiJ陸部付近で発見し

たもので， L、ずれの：？；跡に属するか航尖に判定できるものである。11<.I京へ合めたものの内に

は， 表土や灰Wiのよ而で先見したものもあるが， II\ -1.した地点と！日l （から， いずれの京跡に

伴うかj(主定した。

3 t，巳の！？慢は， し、ずれも同施のtF.FJ,Lを焼いていて， 実ごとの｜夫｝］IJはできなL、コ特にl・111}

紫では， それぞれの窯体内から同箔の鬼瓦がIJ ＼土している。この鬼瓦は， エp：以宮内· i:H37i':欠

;il,'.J:i1F.II＼土のものと向型式である。！Ii.\ブL瓦のうち6133ー Iく型式は， ＇＠，
＂
11-Jでは完形，fi'dJ�II＼二｜：して

おらず， 型式を確定できなかったもので， 本然Ill土によって明らかになった。

知51羽 ；ti跡／1\土 w.. 冗

利平｝［，は6682型式の一種顕である。 発見

したものはすべてJIIJ紋顎で ， 段顎はなし 、。

全j毛をiil·iJtlJできるrj I には34cm（立のj苓いもの

がある。本黙ではこれら4級の刺丸瓦と，

-fmの判平瓦が同11-!j,にがLかれ， セット｜見l係

にある。

今までのところ， γ－城宮内ではこれらの

1ji.rf［がまとまってII: -I：した地域はなし、。窯

跡が単独で仔前：することも考えあわせると

本主はさしかえのための瓦を焼し、た可能性

が強tし、といえる。
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3基の窯が111－－＂→l号察のJI僚に築かれたことは先にのベた。 それぞれが桃造を奥にしな

がらも同箔の瓦を焼L、ているところから， 各祭は短期間のうちに連続して営まれたと考えら

れる。

l号祭にみた日乾レンガを使用する例は， 古く結楽町乾谷で発見された主主り窯がある。乾

谷は最初にふれたごとく， 平城宮瓦窯の分布する中心地にあたる。 この瓦窯の焼成部は，fllll

:!I！をレンガで床而から天井まで和み上げ， 床而には丸］［，を｛裁に並べた痕跡があるO ff瓦はI.U

土していないが53- I号窯と構造が類似している。

日乾レンガ， または石材などのブ ロ ックを悩んだ瓦窯のうち， 宮造営に関係あるものには
an at i 

m主原宮所用日高山瓦窯と，藤原宮瓦窯ではないかといわれる南浦三堂山瓦窯がある。日高山花

窯は平窯て・， 構造は53-11号紫に似ている。焼成部はすべて「時」を小口駅みに恥み上げたも

のである。 南行ll三堂山瓦窯のうち1 ;JJ;は，·flllJ:!l.t基底部を切石で·:fj'iみ， その上にEl乾レンプfを

梢み上げていた。 日 l；をレンガ等のプ ロ ックを使用して瓦祭を築く方法は， 今述べたわず
．

かな

例でも登り窯と平窯の両方にあることがわかる。頗例の少ない僻造ーなので， 将来花窯｜問の関

係を追求する手がかりとなろう。

特異な構造の53-H号窯は， 平而形がFl�·:i1 I JJ:[;1�に類似しており， ロス トルの無い点や，3

本の:JillHUしを持つ桃j告からみても， 両者は非常に近し、。 すなわち， 円高l IJTL祭の発展したも

のがH号 ；.＜？：；とw；訓ljできるのである。 H号窯では分;1$�H：・を設けていたが， これはFl ,:';j I LJTL楽に

比べて燃焼室が高し、ため， 焼成室との問で炎をしぼる必要があったと}JJ，われる。照1-1-＼しが低

し、位置から川るのも， これに関係するのであろう。

H号窯ののちに築かれたl号窯が， 平窯の形をとらず， 伝統的な主主りま：の形式を採JrJして

いるのは， 瓦窯における登り集から平窯への移行が一斉におこなわれたのではなく， そのH,:J

にかなりの試行制誤の過程があったことを示している。

なお， 平城団地内の遺跡保全については， 緑地として残される一部を｜徐けば， 必ずしも充

分な処置がとられているとはいえなし、。 団地造成地区外にある窯跡ltrが， この造成によって

波及的に犠牲になる公算は大である。早急に保護の手を加える必要があるといえよう。

悔j京末治・赤；怯俊秀「1l1JI!li；村乾谷の瓦＇�日ii:」（五-um1n

史知名勝天然記念、物;Jl,\J'lf.報告窃！141111 1933) 

篠沢一夫「昆瓦の変遜」〈世界考古学大系 4 1962〕2 

網干普教「.fli!l京rl'i飛；；？］＇！Ill）
＇
口市山瓦窯跡」（奈良県文化財3 

耳I.I'！空報告iri負ヲ 5 割S 19日2)

4 泉森｛氏「I何百Ii三盆ii 1瓦；漁跡、遺跡」Clll,l脊だより No. I ';,'i 

良県教育委民会 1971)

（八！
＇l ＇，＂［－・西村 /,It) 

第1表 型式別瓦1u土状況
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海 竜 王 寺 の 発 掘 (2) 
平城宮跡発掘調査部

1970年 7月， 奈良市法草寺111]"の海屯王守旧境内にある， I悶司J指旨定1丈建j主ttJ造主物の|防り幼J災:ユ工l仁"，リ引nβか、行なわ

れた。 it消i消与火栓よ沿件

おこなつた。

百'llii:i;王寺では，奈良県文化財保存事務所による重要文化財回金堂解体修理工引の|祭，rlコ金

堂，西金堂， 北 ・西而回廊の旧主主国が発見され，また，J也表上に東金堂基!宜北面凝灰岩地磁

石， r.1:r金R::正而|潜段凝灰岩地積石が露出している。今回の捌削工事は (ljnj~~ir.1:r心部に:toよび，

検出された主な辿椛は， r.1:r1":1. 南 ・束回廊， 1-1:1金堂背而数石，東 ・i目的房な どである。

中門 表土直下から，中門の北而階段凝灰岩最下段々石および，北而*l;砲の凝灰岩地礎

石を検出した。階段の東似1)では，すで十こj也事2石はうたなわれていた。

東・南面回廊 重要文化財経蔵北方の トレンチで， ITIIJ.郎東南角の 入 I~J~l'j刊誌胞の凝灰山地

宿石を検出した。南而回廊の地宙石の残存状態は忠かったが，東問販iiのものは C77.0cmX47.0

cm X 9 .Ocm)残 りが良 く上而には羽目石の仕口があり ， また， 入 I~J~Iから東へぬける J}，抜併の蹴

負n図 il[i. iな王寺旧民内地7f~渋川11羽 ・逃桃配il.I~1苅
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奈良国立文化財研究所年十R

灰岩()lIJ石および庇石が検出された。

先年発見した，北 ・西而の回廊を合せ考えると，

回廊法的の全長は，内法東西長47.65m，南北18.10

mとなる。束[団長さと南北長さの比は 2.6:1とな

り，非常に1iViに創nJミいものとなる。

金堂背面遺精 説本立は， 'J.'金1it跡のうえに:mて

られてお り，本堂の背而をとおる幅40cmの トレ ンチ

で玉石敷を険11-¥した。玉石!肢は東西に広 く24.5cmのn週間に広がっている。松本重信住職によ

れば，南北師はもっと広いといわれ， r]:r金堂の雨務t，Yi-ではなく ，r]:r金堂背而の9.投石と考えら

れる。

また， 想定(J.n IVÝ.i r-]， i]~ h線から東へ 14.5m の位置で玉石蚊がきれ， 凝灰岩11)石 (j也盟石かり

があり，さらに京に以但土がわずかに残存しているところから，何らかの沼!物があったもの

とみられる。これは古図にみえる東伯房に相当するili物であろうか。

その他の遺構 四金主北似IJの 卜レンチで凝灰岩礎石を 1(I;r，j校出した。これを北而回廊の礎

石とするのは，同}(!ii主主jJfl内側j山富石から礎石までの心々距肉mが 6.9mと大きくなりすぎる。

あるいは，先に |尖 11\ した束 。!IJ建物 OE(I~I1Jj) と対称の{立間にある建物 (ÎI町内初か ? )の磁石 で

あろうか。

間金主東(WJのト レンチで3カ所，水虫北(I!I]のトレンチで2カ所に抑立1:1ーの訪日方を確認した。

し、ずれも， 地111から侃り込まれているが，苛ーとのiiij後|民l係はわからなL、。

訓抗で11:¥土した泣物は，少51:で・あるが，]瓦王と二土l上:限がある。瓦1類涜の うち'奈良H

主平|ドλサb以点，官ι糾メ丸L]瓦'{6臼28位2 ?~J.引式，ijq'平瓦6671 ・ 6721型式と向型式で， 同施である。その他は，宝11汀J1!j'

代から江戸H寺代にかけてのものが数点あるだけである。当寺旧境内からは，いままてで.，にご7飛|応tι.!

川.九.代のq車軒I汗「丸瓦をはじめZ重IJ:悶.旦引弧五文文:n車軒n汗fド門.τ可jl'.円Z勺1瓦Eなどが発見されている。奈良H午代の もの{は主6臼28位2• 6721σ 

海1包王寺11' I"l ir~J.\:'iの
抑 3図 j也被;Iiと|精Pi:ペ前

同I\~式が多121;に発見されている。 二上保は 8 世紀後半の杯が

2点あるo 1は口箆17.2cm，日さ 3.5cm，外聞 してひらく口

縁部を有し，庇は平氏である。 口縁MlJ;'ft)は内側に 1条の沈

創出、めぐる。 JrE~il外而はていねいにへラケズリし， さらに

航ナデを行なっている。 2は高台のつく杯である。口係20

.8cm，日さ3.1cmで-ある。外傾してひらく 口縁部を有し，

口縁部と!応部の境は切JIICtな稜をなす。J良部のやや内側に輪

状の日台がつく 。氏部外而iはへラケズリをしている。JJfiゴ:

{土1・2とも以lιl色を虫し l(土砂粒を合み， 2は砂粒:を

ほとんど合まなし、。

(~~~ ;{jll夫 ・村上初一〉
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そ の 他 の 制 査

歴史研究室・平城宮跡発掘調査部

久米廃寺（｜判山県久米郡久米IJIJ) ｜判山県教育委ii会が災施した，�， ，国縦n ，主， !fvJ Iii道0!設工ミJ;:

に伴う調査。1971年1月， 沢村が参加した。従米知られていた犠跡の束に車｜をJ去する仏堂跡

を検出した。塔のfl!.iの仏設は束向註字と判定できた。｜凶l山県教育委員会『J山主文化！！;f発1�］iVl,J

在中11.IJ報告 久米寺廃寺』（1970. 11）参照。

伯香国分寺（.（！；lf5(�，し倉吉Tli国分寺字架flli) 以追っけかえ工iJi:に伴って発見された�：跡のTHI

年度調査にひきつづいて， め111t配置およひ苅，J也を切らかにするために企古市教育委員会がお

こなった発捌訓査。1970年7 ・ 8 Jcj ,j平井 ・ 沢村・佐泌が参加。金堂，；i'li' 1:1JJ;Jiiおよび巨IJriRの

一部を確認し， 1j,J也の東凶北｜浪がほぼ切らかになった。主要伽114日立守地のほぼ凶怒り%に位

世することがわかった。企古市教育委H 会『伯者国分寺跡発1r.1i!Vl,J査報も』I (1970.3）参！！日。

元興寺極楽坊（奈f.!.Tli1l1院!IIJ) 元J}l!ぞdi�i.楽.＼）jの， 境内京辺の｜山火由設I�：ユ：，；＿Jaこともなう·j;:

前調査。1970年8月， 沢村・森が参加した。奈良11/i'fにのi立抗として， .[ll:(:1仁の米川の，，，心から

約15m束力に南北方向に走る築地と， これにともなう切石刻lみのlliH�さを検川した。これは｛初1

(1（�をめぐる築地の一部と考えられ， 条.＼）j 研究のためのHf.if！を1Ji'.(Aした。また， 事務所の凶

北に計画された釈迦院�：設予定地の発掘 �a品交を合わせて行なった。このj山は， J:li主北階大山

や小子.＼）j跡の舵定j也であったが， 後｜止の撹乱が若しいために， ゆJI僚でなかった。

隠岐国分尼寺跡（）；：； 担IMliJ1IJk::mm!i郷IIIJ大亡Hi-1、） 1969{1＇肢につづいて， ！と跡Hf,'.AEにともなう

;1Tii凶lit訟のため行った第2次調査。1970年8 ・ 9 ) J, IIIJ UJが羽j也指導を行い，l"Jと村Illを検川

し，1;n，岐国における国分尼寺の様相がほぼ判明した。j;J,11位向後教育委ll会『1；立l岐l:EI分尼寺湖

査報告』 (1971. 3）参照。

薬師寺（奈良市六条則的 近畿大学杉ii.I信三氏による薬師寺d加ぽiの学術調査。封印3 :.1
＇
.／止と

して， 食堂 ・ 僧房・経楼跡の訓査。1970:.F. 7～10月， 阿部・小笠原 ・ 西村・天間 ・ 四. fill ・

;w：木が指導援助した。調査の結果， 食堂とその左右に大規模な三而僧房， 回廊と僧JjJの11\Jに

経放の一部などを検出した。僧房は，973年に

焼失廃絶したことが知られているもので， 今

回の発掘調査で部屋割りや内部施設， 床而な

どの詳説IIが切らかとなった。床而の伯爵！焼失

ll!j，のJJ'l:lツニ｜こIから，土｛阿部・�（TJ;(j{詰 ・ 緑漁ill拘l{:fな

どが一括して1-il土した。これらのものは10世

紀末の絶対年代を知りうる点で，i止重な資料

である。毎日新聞社『薬師寺』(1971）参照。
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奈良国立文化財研究砂pf.¥[1

出雲国庁跡（仏社IY；�』公江rl'i大事IIIJ) 怯江市教育委員会による山芸国庁所在確認のための第

3次調査。1970年10～12月， IIIJIJ1が担当， 月＇：H二 ・ ！AUiJi ・ 石松・稲1:13 ・ q3 斐が参加lした。 調査

の結果， 7世紀後半から中｜止にまで存続する11:l�国！？であることがfi(Jj定した。必江市教育委

員会『出雲国庁跡発掘調査概報』 (1970. 3）参照。

能登国分寺（石川県七尾市国分IIIJ) 国分寺の「だいもん」跡を含む水凹が工場蚊地として

埋立てられたのを契機とし寺域確認を主目的とした調査。1970年10月， 七尾市教育委員会が

実施し， 河原・村上が参加した。礎石建物2隙および寺地の京を｜浪るとおもわれる築地を発

見した。七尾市教育委員会『史跡能登国分寺跡第一次調査概報』 (1971. 3）参照。

陶枕の調査（京都国立博物館） 大安寺出土の唐三彩II旬枕の研究に関連し， 京都国立博物館

でJJMHl：された「唐宋の陶枕」展に出品中の造物9点の写J＇£・実訓I］調査。1970年10 ・ 11月八引

が担当し， 佃 ・ 高島 ・ 西村・西が参加した。とくに紋胎漁＂の陶枕では， 表面のみ紋)lf:lの模様

をはりつけたものがあり， 木体全部が 紋Jlflのものとは肢術的に差があることを確認した。

大宰府（ffiil柳，L筑鋲l:11二El T!JUIJ) 楠岡県教育委只会が 行っている大宰府第6次（政庁西南

地区）の調査。 1970年10月， 沢村がm地で指辺助言を行った。 また， 大宰府条.J;;)j及びj河辺条

ill.の現地調査。 ね：型f ・ 宮沢 ・ 繊IJ:I・鬼頭が参加した。 福岡県教育委H 会『大宰j付史跡』

(1971. 3）参JI.IA。

伊場遺跡（的附県i'(fil凶！計j{Jf場） ｜認鉄検事場建設にともなう事前調査。1970年12月， 約野が

参加lし， 木1期解説 ・ 盤Jill指導を行った。浜訟市遺跡調査会『伊場遺跡第3次発掘調査Al既報』

(1971. 2）参照。

横山古筑（兵hllY出航路ili蜘LI) 業者の土砂採取にともなって， 航路市教育委員会が行った

娯急三JnliJ調査。古墳H奇代初期の前方後円出， 石柑＇宝:tt1店 ・ 土峨Jよなど
、
のl盟非i立Wtの1洋集j也。

1971王｜三2 月， 七日1.1.1・向！』；が境地で， 指辺助言を行った。

大宰府条坊（稲｜市JY;t筑紫l拡大宰府Ii汀五条） 福岡県教育委員会が福岡南バイパス建設にとも

なって実施した調査。1971年 2 ・ 3月， 石松が参加した。発掘j也は大宰）ff条.J;;ljの七坊八条に

推定されている所である。南北の務・井戸・住居跡等を確認したが， し、ずれも中世のものと

第2図 西隆寺東大l"J湖、〈北内、ら）

考えられる。 福岡県教育委員会『福岡南バイ

パス関係以政文化財調査報告』第1集（1970)

参照。

台渡廃寺（淡域Y,l-7](J三iflii)Jr!l!_IIIJ
・
） 水戸市教育

委員会主催で行う。むこう3年IHJにわたる訓

査の第1巨！調査。197lfl三3月， 出辺が参加lし

た。この廃寺は， 戦前向井悌三郎氏によって

1 fHi調査されている。今回の調査の＇＝＇的は，塔

跡Nd辺の守域縦認であった。調査の結米， 応
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そ の 他 の 調査

一

I · 2似品hi>,\;JV,：� 3 ～ 6 I：火利時；JW,f 7 ～ 10こ凶Ii撚
m3聞 東；l'lli�P僧房山土土総 l l ・ 12 ！込色土：！：fA 13 ・ 14 ，加JX:!:-l

跡南力と北ブjに京凶r,v； ， 束力に南北部を検山し， 忠告；跡と南北仰の11-\Iにほぼ正ブnr�の基j丘湖、を

検出した。 また， 北方京凶iil1i;にJtして工房跡があり， 仏像型など出土している。

美濃国分寺跡（岐1;,.y.�大屋市'i'f·野IIIJ) 道路建設にともなう大塩市教育委員会による �Jnm;a:J

査。1968年3月， 八到 ・ 紺l見・伊東 ・ 宮本・安達・出辺 ・ 削 ・ 凶中 ・ fL�村が参加lした。 本年

！度は金堂推定地を調査し本寺が法起寺式の伽舵配置であることを確認した。大屋市教育委 H

会『昭和46年史跡美濃国分寺発掘調査報告.！］ 111 (1971. 3）参照。

中の浜遺跡（t.lJ IJ県盟打IUlll盟百IJIIIJJII棚） ”西前日本に於ける埋葬遺跡の綜合研究，，（代表金閲

丈夫氏）に交付された文部省、科学研究費による調査。1970年3月，木下が参加。砂丘上に立地

する弥生時代埋葬追跡。 7次にわたる従来の調査で京凶2�洋の基併が確認されている。 今次

は東群の周縁部を発掘。HiTJUI前半の土鎖基l ， 前期末～中則初の箱式石棺基6 Cl＇：！小児棺3),

小児玉：
＇
:l:tW基I ， 中i止の土城基1を検出。 今次で東訴をほぼ全面i発掘したことになる。

西隆寺跡（奈良市四大寺IIIJ) 株式会社ダイヤモンFファミリ 一 四大寺ショ ッピングセンタ

ーの建設にともなう奈良県教育委員会の緊急事前調査。1971年3月，�；＇.f監f ・ 牛川 ・ 村上 ・ 藤

)Jt（・小笠原 ・ 森・凶. :t崎が参加1した。 淵=i!f.の結果， rm隆寺東大門跡， それにとりつく京間i

大垣 ・ ＃i＇））ゴのJd点弘・！貨の築地・抗�l立住建物· 11：戸などの逃椛を検IUした。 造物は木flli" CJ色凶

隆寺司凶係）・土器 ・ 瓦 ・ 木部などが多i,1にIU土した。 石町時信 ・ 村上訓 ー 「1Lijl監寺跡、の ，Jヰ

査」背｜凌No.18， 悩原考古学研究所（1971. 7）参照。

鳴神遺跡（和歌山県和歌山市月fH1l1) 和歌山県教育委員会が実施した古境ll�j・ 代集務跡の緊急

Jl可iT調査。iiVt-・池などから多量；木製品が11：＼土した。1970年7月， IIIJEl:J ・ 凶村・黒崎・沢l王lが

木製品の緊急処J-111指導を行った。和歌山県教育委員会『I！鳥羽11追跡J] (1971. 3）参Jl/j。
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奈良国立文化財研究所年初

寿命王塚古積出土土器 京都国立時物館に出品中の稲岡県議：.f!lWI＼佐川IIIJ・売・命王綴古漬山

土士協の笑iJ!IJ調査を1971年1月，石必. �＇；j品 ・ 凶が行なった。尖iJlljにあたっては， 京都国立

芦物館 ・ 鈴木基親氏，桂川町教育委員会のひとかたならぬ御協力を得た。

‘寿命王綴古墳の高iJ葬品は， こ れまでにいくども紹介されているが， 土然は一括して紹介さ

れたことがなく不明な点が多かった。こ こ に紹介する一指の土球は， 寿命王媛古噴出土土i1

のすべてである。これらの土協は，装飾I古墳として著名なこの古墳の編年的位置を知るうえ

に，また，九州地方における須恵i誌の編年研究の資料としても武重である。土lf.'fは葦杯 ・ 杯 ・

j:'-;j杯 ・ 直口'l:':f ・ 捉）低 ・ 台付�：':1:などの須恵協があり， 大多数は｜暗灰色を呈する。なかにいわゆ

る「赤焼き」とよばれる赤泌色のものがある。「赤焼き」の土器＋は後述のように興味ある司i・

突があるので別述する。

it杯（ 5～8) 口径11.5～12.4cm， 杯はややひらたし、氏fillにl村信iする口縁）�iiをもっ；￥.�

Jf＊である。策は天井部と口縁部の境が屈1111し， 外而に浅い沈総をもっている。荒 ・ 杯 の各口

縁端部は内傾
ー
する「自iをもっ。 こ の秘の口縁端i・mをもつものとしてはもっともJ析しし、。ほ；·：m ；お

よび天井部外国ともやや紅［＼，、へラケズリで調整している。

杯（1'1 ・ 15) 口径8 ～8.4cm，まるみのある底部に，｜付信lするがそりのある口縁部をもっ器

形である。仁l 縁端部はまるくおさめている。先述の議杯（4～7）より新しい型式とみられる。

�＂；j杯（10〕 口径10.2cm， 高さ13.lcm，長JV11一段の透しをもっ， M；部下外而に櫛による

刺突文がめぐり，l肉！には粗いカキ目が認められる。

直口�\f (9) 口径10.6cm，復原市i14cm， 玉ねぎ形の｛本部に， 外反する広い口縁が つく

保形てある。扇部にカキ目が認められ， 休部下半はへラケズリされている。

提瓶（11) 口径3.6cm， 高さll .4cm, まるい体制に外反する短い口縁がつき崩 mi に は

対粉、的に環状の把手がつくi-t形である。

台十Pil':1: (12 ・ 13) 裾のひらく倒l台にまるい休部の査部分がつく；＊形である。査部分が破

損して全貌を知りがたL、。査部現存部上半に繊カキ目， 下半に1111き自がある。脚台には長方

形と三角形のすかしが三段と二条の沈線が 4段，櫛1Wiきのこまかし、波：伏文が）肉i台をめくって

いる。なお， 脚台の高さは約27cmある。

以上の一般的な多tTil:.1慌のほかに， 赤禍色臨！！質の 土器；・（ 1～りがある。 こ れ ら は先 述 の

須恵総と同様ロクロ成形によっており，if.＋形も同僚である。胎土は精良で，多i恋官＃にくらべ

てほとんど砂を合んでいなし、。 また直口査（ ,1）のほ部はナデてイ土上げているが， 料、の（ 1 

～3）底部外国は， 中央部を一方向にケズリ， そのj吋辺を左まわりに5 ～ 6回に分けてケズ

る。 こ の底部ケズリは一般の須恵総の杯類の低fillケズリと手法を具にしており，liirこ， 須店

協の此き損じとはし、し、きれなし、。すすめていうなら，この「赤坑き」のー鮮の存在は， こ の

極の土器の比較的多く分布する九州におし、て， 一般の須恵世話工人とは呉った系統の工人集団

のyr,在がうかがえるJ}{J!!:jとある1]i：�である。今後の研究に則的したい。 （尚1::;J心玉Jl・国 弘海〉
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そ の 他 の 部j 査

f:n,J凶 万命王1家古JJtlU土土日見
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遺跡・遺物の保存
平城宮跡発掘調査部

文化財に関する研究活動のうちで，飯要な部l 1 i j の１つとしてとりあげられるようになって

きたものに，、然科学的方法による文化財保存の研究がある。この分野に関する限り，１１本

はヨーロッパ諸国にくらべるとかなり立ち遅れている。しかも，考古費料の保仔に蒲及され

てくるともう一歩遅れているのがわが国の現状である。そのため，平城宮跡の発掘洲査を担

当している当研究所では，束虫悩立文化財研究所の指導を得て，塊場にMl l した遺跡．遺物の

保存法開発の研究を進めているｏその成果として，木簡の保ｲ f 法を突州化させたことがあげ

られる。また平城宮跡出土の瓜化した礎ｲ i や，その他各種遺物の保存処理を，さらに外部の

発掘調在に伴なう遺跡・遺物の保作処理を実施している。

木簡の真空凍結乾燥長年, 土' | ､ ' に埋没していた木材は過飽和に水分を合畜しており，き

わめてもろい状態になっている。そのため，向然乾燥させるとたちまち色が蝶ずみ，ひぴ削

れが発生し，激しい収縮を起してしまう。このような木材を永久l w j とするための処理方法と

して真空凍結乾燥法の他に，水溶性のワックスを充填させて強化する方法，ショウノウを利

川して乾燥させる方法，カリウムミョウバンを充填させて強化する方法などがヨーロッパで

紹介されている。なかでも木簡の保が処理に妓も効果的な方法として真空凍結乾燥法が取り

ｋげられてきた。しかし，ひび割れが生ずるなどの欠点があったので，当研究所では凍結乾

燥しやすい右機溶媒“ ターシヤリブタノール＜( C H3 ) 3 C OH＞' ，と木材中の水分とを低換して

から乾燥させる方法に改良した。こうすると収縮やひび割れなどを防ぐばかりでなく，乾燥

時間をも大幅に短縮することができる。しかし，水浸出土材の場合は新材にくらべて多孔質

な状態にあるため, 乾燥後は脆弱なものになってしまう｡ そこでワックスを溶かした有機溶媒

を木材に含没して凍結乾燥するとワックスが木材の内部に残留して強化されることになる。

鮒' 図木簡の坐普部分の断而( x360) 蕃謝滞向

－５０－
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さらに木簡を処理する途上で盤! ' | : 部分がWi しにくいことも第１図の写

真から推察することができる｡ つまり，川土する木簡の多くは仮導櫛の

内壁に付着した鑑だけが残存しており，木材の表面に１，１蒜していたと

思われる采はすでに剥落してしまっている｡ 第２凶は真空凍結乾燥によ

る木簡の保存処理前後の比較写真である。処理後は木材の乾燥によっ

て木の表面が明るくなり, 文字がより鮮Ⅲ' になっていることがわかる。

なお，有機溶媒にワックスを溶融させる方法はデンマーク| 叫立博物館

のクリステンセン氏( Dr ､ Ch r i s t e n s e n ) のアドバイスによるものである。

鉄製遺物の保存処理保存処理の原理は合成樹脂で全休を固めて外

気と遮断し，同時に補強強化することである。

まず，遺物をアセトンかアルコールに没して洗浄し，蚊終的には，

1 0 5 ° Ｃ下で乾燥し水分を除去する。乾燥したら鋪３図のような榊造の

装置を利用して減庄方式で合成樹脂を含弦させる。このとき，鉄製造

■

減序

一
躍

鉄製遺物

窪瞳セイ､ ﾘ ﾉ ﾛ しＬＩ肌ﾉ ﾆ ﾋ ﾉ ﾉ ｴ Ｖｃ行ﾉ ＪＸ‘ | 珂l j i T 琶爾ぼろせゎＯＬのとき，妙く腿ﾉ 巳処理前処理後

物の表面に合成樹脂による艶を残さないように合成樹脂r, 身の選択と館２図木簡の凍結乾燥
処理途上の技術に充分な配慮が必要である。現在，当研究所で使川している合成樹脂は油性

のエマルジョンタイプ‘ ‘ ＮＡＤ－１０，Ro hma ndHa s s ” である。

しかし，処理後も密封容器などで恒湿状態を維持して保管することが望ましい。

一方，さびが激しく鉄製遺物本来の形状を判別しにくいような場合には，Ｘ線による透過

写真で調査することができる。姫路市' 帥1 1 古墳' ' ' 一' 二の鉄ﾉ ﾉ 蚊8 0 余点を保作処｣ ' Mした際，環頭

大刀に《' 象恢” があることを発見した（口絵) 。

その他，おもなものとしては次の鉄製遺物に保仔その他，おもなものとしては次の鉄製辿物に保仔

処理を施した。７７川県羽咋市柴垣l l I l I 1 山第１吟墳出

土短I } Ｉ（1970年１ｊｊ），古川市長者原出土』つらび手〃

等（1971年２月) ｏ

遺跡の保存．､ ド城宮跡第7 0次I 淵i f f 倹川の礎( L i が

その表面- | ､ ､ 平均1 0 c mまで風化してしまい砂質状の上

塊に変性していた。これを合成樹脂で間化し，露' １１

保仔した（1971年３〃) ｏ

陥井県朝倉氏鮒跡の風化した礎ｲｉ2 , 0 0 0111 ' i l の峻漕

およびh l i 強強化の処理，さらに築地ﾉ , | § 底部の保存処

雌を施して露出保存している（1 9 7 0 年６ﾉ 1 ) 。

加賀市法皇1 1 1 横穴古境の崩壊防止のための処j I u を

行なった（1971年３月) 。

（沢山正昭）
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平 城 宮 跡 の 整 備（1 ）
平城宮跡発掘調査部

平城宮跡の整備は国の補助事業 として, 1964 年度から奈良県 が事業主 体となり，第２次内

裏朝堂院地区，宮西南隅 など約13 haを終了している。これと併行して1966年から文化庁が直

営事業として遺構覆屋の建設， 宮内水路の改修（約2600m)  , および 発掘調査や整備 のため

の仮設道路（幅員４ｍ==･ソクリート舗装延長約800m）の造成などを行なってき たが， 本年 度 か

ら，これ らすべてを本研究所で行な うこととなった。

所で宮跡整備については，平城宮跡保存整備委員会の基本計画部会において次のような基

本方針が採択されている。１）平城宮跡は遺跡博物館(Site Museum) として整 備活用をはか

ｙ

Ｊ
ｌ

ｊ

１

Ｊ

う

ｊ

ｊ

ク

第１図　平 城宮資料峭中庭整備状況

る。遺跡博物館とは遺跡そのものを理解し

易いように整陥した施設をい う。　２）宮跡

全体をいくつ か の地 区（例えば４地区程度）

に分かち，地区毎に調査 との連繋を考慮し

つつ整同計画をたてる必要があるが,当面，

基壇 修復，張芝，陋樹，苑路造成等の整備

は饐屋川辺の東部地区からはじめ，同時に

未発掘地についても可能 な限り囲柵，排水

施設,草園造成等あ る程度の整 備を行なう。

？　　。　 ，_。_二？

第２図　平城宮資料館周辺整備計画図
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第 ３図　 西面大垣 整備状況（西より）

平 城 宮 跡 の 整 備(1)

また水上池,佐紀汕,御前汕は宮跡の維持竹理お よ

び木簡等木質埋蔵物の保:存の為の地下水位の紺持

に必要な水源として利川する必要があ る。３）竹

理施設，展示施設に 便益施設については利川者の

利便および地下遣構との関連を検討し適りJな配置

を考える。 ４）将来，建物，築地大垣，庭園等に

ついてある程度の復原を行な う。　５）宮跡と関 係

の深い‖」朱雀大路については，可能な範|川につい

て早急に保存整備を行なう。なお羅城門跡も保存

整面するよう努力する。６) 宮内を通過する軌道,道路は将来迂回されることが望 ましい。

以上の趣旨にそって，木年度は水路改修，仮設道路の造成，推定第２次内裏及び資料館川

辺の整面を 行なった。 水路改修は資料鮪東側及び梢定第２次朝堂院東南の二佃所で延べ480

m ，また仮設道路は， 資料館から南下し近鉄線にそって東に折 れ市 道に 達 す る延 長855  m

(有効幅員４ｍ砂利舗装) を造成した。内裏整 備の而積は約6,000 m2で主として第70次調査区域

を対象とし，礎石の遺存した建物は礎石をそのまま露出し，また築地部分は盛土 して上而を

覆屋と大極殿を結ぶ園路とした。資料館周辺については，一条通に而する門および構内道路

を造成し，同時に張芝植樹を行なった。 また管川上の要請から周囲に低い土塁を作ったが，

とくに西側土塁は宮の西而大垣に相当す るので，県逆側を高さ1.2m の凝灰岩 叨石債とし, 上

而に灌木を，内側斜而には高木を植找した。腸郎は，奈良時 代の植生に近く，浅 根性でかつ

排気ガス等に強い ものを基 準に選定した。また中庭には第56次調査で検出した庭園遺俳の一

部をそのまま移し展示した。以上45年度の総]で事費は5,985 万円である。

(牛川喜幸)
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植 物 根 系 の 調 査
平 城宮跡発掘調査部

本調査はに陋物の根系が遺構にどのような彫響を与えているかを知ることに より，遺構上

而に植栽す る樹種の選定および遺構而保護の方法を検討することを 川的とするものである。

今回の調査は， 平城宮跡推定第１次内尖北 飭jの宅地跡に残存 している10 ～40 年生 の マツ

・ムク・カシ・カエデなど８種 類11本の樹木にっいて冖･なったものであ る。

従来の根系調査は生態的な意味の訓 在がほとんどであ るに 今回の,j旧fﾓでは根の 収直的な仲

び，特に遺構而と根の関係を｡み,るために, 苅fijII･氏の洲査法（林柴試験所調配脳I顯94り）を応

川 した。す なわら恨元より50cmHiれた所に巾ｌｍ， 」をさ２ｍのトレ ンチを設け て，土川図と
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奈良国立文化財研究所年報

各土層に表われる根の径と，半面の根の形態を調査した。なお根の形態の実測は写真測量に

よった。調査木が少なく定量的な解析はできなかったが，各樹種とも遺構面への影響はほと

ﾌﾞiy申ｿ
第１図 クー ツ（問 騨訟ヤ 樹尚8）

/･/･　７　　　　　　　　　
（ 天然更 新・樹令40 年・

卵 ２ 図　 ク卩 マ ツ　 樹高15m ・ 胸鳥 直径25cm)

苅nﾐ 昇 休業試験 所調 査報告第94 り

固　　　　　　　　　 種

Diospyros Kaki Tlmnb. （ カ キ ）

Aphananthe ａｓper ａ Planch. （ ム ク）

Pinus Thunbergii Pari. （ ク。７ ツ）

Quercus  glanc:i Thunb. （ ア ラ カ シ）

Myrica rubra Sieb ｅ１ Ｚｕｃｃ.（ ヤ 。 。（

Pi  nus Thtinhergii Pari. （ ク ，７･ﾝ ）

Ｍ （ヽ ria Ａ ｚｅｄａ rach Ｌ. var.  ( セ ン ダ ン）

Jal ）ｎｎｌｃａ Makino

Sci;ldopil 丶･ｓ verticillata Sieb.el Ｚｕｃ。

（ マ４ ）

Acer paliruitimi Ｔ ｈｕnl ）｡（ ベ ジ）

Acer Burgeriannm Mif･ （ ト ゥ カ エ ダ

21

35

22

ん ど な く， 一部 の樹 木 で径 １～ ７ｍ の 細 根が

数 本 侵入 し てい るに 過 ぎな か った 。 各 樹 種 と

も細 根 ・太 根 の分 布 の しか た ，多 さ ・頻 度 の

変 化 な ど樹 種 毎 の 個有 の形 態 的特 性 は 認 め ら

れる が， 直 根 の発 育 は ほ と んど み られ ず ， 従

来 の深 根性 （マツなど）浅 根 性（ ムクなど）樹

種 の差 は み られ な か った （第１表）。

第1・2図 の クロ マ ツの 比較 例で わか るよ うに

今 回 の 調査 木 は 移植 樹 木 のた め 直 根が 無 く。

（人工植栽は天然更新に此 べ，直很が傷つけ られや

すい。また直根は再生能力がない。）

また 根系 全 体 の 深層 部へ の 伸 び が 少 な い の

は, 宅 地 の ため 有 効 土屑(Fumusj^l) の薄 さ や ，

土 壌 条件 の因 子 が強 く作川 し た も の と推 定 さ

れ る。事 実 他 の 樹 種で も 硬い 酸 化 鉄屑 や ， バ

ラス 敷 の硬 い 遺 構而 で の 根 の屈 曲 ・腐 殖 が み

られ た。 今 後 の問 題 と し て， 現 在 遺 構 而に 侵

入し てい る細 根 の生 長 ， 有効 土 層 の厚 い 軟 質

遺構 而 で の 根系 の 発育 ， また 実 生 木 の 調査 が

必要 で あ るｏ　　　　　　　　 （1川1 哲却）

|クi=’こ平|各土屑断而に現われる最大径（ｍｍ）
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ｘ は無い上屑， ナシ は很系が全然現われない

土|刺　｜　債上赤褐色航壌土　11 黒色砂壌土(腐殖町) Ⅲ 灰黒色植土　Ⅳ 黄褐陋壌土
第１尖　　　 Ｖ 黄喝哨土(バラス混じり) Ⅵ 茶褐砂壌土

ａ黒色叭土(腐殖に富)
ｂ 灰黒陋土(腐陋町) ｃ黄哦陋士(腐碵乏)(| 黄哦陋土

ｅ黄毆叭土(礫含)(分顛は農学会規定による)
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外　国　出　張　概要
韓国の古建築保護事業　　1970年９月21はり30IIの間，韓旧に川張し，彼岡における古建

築および関連文化財の
研究と，文化財保護事業の実施状況の調介を行なった。調査はきわめ

て短時日ではあったが
，文化財竹理局，国立|制勿餡，慶州巾その他各方而各位の御厚意によ

って，きわめて多くの収獲を得ることができた。記して感謝の意を表したい。

韓
国においては文化川保護行政は，文化公報部の外局である文化財竹理局がその任に当っ

ている。局は庶務，文化財，竹理の三課と文旧M一研究室，および付Ｍの文化財委員会からな
っているＯこのうち主と･して行政事務を担当するのは文化財課であって，竹理課は旧王宮竹
理を業務とする。文化財研究室は，民俗学，無形文化財，美柵工芸，建築学，保存科学の各
分野の専門家を集めて,専門的技術的事項を扱っている。文化財委員会は諮問|幾関であるが，
委員のほか多数の専門委Ｈを持つ。専門委貝はｺl’･|喝汁i等の実務を分担している。　このほ
か，部の付屈陂関としては，国立博物館（慶州・扶余・公州に分館がある）と国楽院がある。
指定物削よ宝物（11本の重要文化川に当る）が木造建造物84件，石塔175件，他に美術工芸品

等を加え総数641件であって，このうら特に貴重なものは国宝に指定されている。以上の右
形文化財に史蹟（183件）等を加え，文化財総数は85卯卜となっているＣ
建造物修理事業は相当活発で，現在現場は20棟ほどある。うち５棟が解体修理で，このな
かには高麗時代の遺構鳳停寺極楽殿も含まれている。その他は屋根葺替や塗装工事である
が，他に特別な大工事として仏岡,llｙ）復旧工小があるＯ修理には国，逆，市，郡のfill助金が
出され，市又は部が工小の実施に当る。Ｌかし失際にはほとんど全額|舉陥li助金であるＣ工
事■督には文化財研究室八や文化財委員会WIII］委八がこれに当る。施工は入札による請負fljll
であるが，業者は岡家試験に合格した技術者のいる文化財保存業者（12社）に限られている。
新しい問題を含んだ修理工事現場の例としてソウル南大門をあげておこう。この門は1448

年の建築であり，李朝初期を代表する建築とＬて国宝に指定されており，首部の象徴として
の意義も大きい。この門は1962年に修理が加えられ，尾根葺替と塗装が行なわれたが，近年
都市の発展にともない，門は街路の中島に
とり残され，川川は終||自動車の渦がたえ
ない。このため，排気ガスの影響いちじる
Ｌく，湿気の影響もあって，修理後わずか
７年で彩色はすっかり黒ずみ，石垣衣而に
も黒色ススが付着，今川の修理となった。
文化財竹理局庁介前では，試料の曝露試

験を併行して実施中であった。
(伊膝延男)
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第２図　バーミヤソの石窟

奈良国立文化財研究所年報

ア
フガニスタンの調査　クシャン朝文化を中心とする中央

アジアの考古学的調査を目的とする京都大学第二次中央ア

ジア学術調査の第１同調査隊員として,昭和45年9 ･10月の
両月アフガユスタンにおいて，主としてバーミヤソの仏教

遺跡の写莫測韜:に従事した
。バーミヤンはアフガユスタン

の中央をほぼ東
西に枇切るヒソズクーシエ山中の盆地で，

海抜2,500m,首都カブールから北四約240kmの地である。

仏教時代,この地には石窟を中心とした大伽藍が営まれ，
当時の盛況は玄奘や慧超の記録からもうかがえる。この石

寫寺院の中心は東西の大仏像（像高東35m
，西53m)であり，

両
石仏の竊の頂上には現在も壁両が残っており，また多数・
の石窟にも建築装飾や壁画が残っている。バーミヤンには

他にフォラディ谷の石窟群，カクラク石窟群などがあり，総延長は数kmに及ぶ。今回の調査
では53m亂35m像それぞれの立而図作成と，それらを含めた約lkmにおよぶ断崖にうがた
れた多数の石廠群全体の立而及び平而図作成のための地上写真測笳:を行なった。（牛川喜幸）
インドにおける遺跡の展観　　1971年２・３月にかけて西パキスタン・インドの遺跡を訪れ，

遺跡の保存・盤備・展観と遺跡I専物館の視察訓虎を行なった。インドにおける遺跡の調査・
保存は，J.マーシャルとＭ．ウイラーによっておし進められ，遺跡陣物館の構想を生みだ
していった。西パキスタンのモヘンジョダｐ，タキシラ，バンボール遺跡は，いずれも広大
な規枚を有し，部分的に発掘された遺術は，きれいに哺修・整備され，特に遺構内の排水に
は工夫をこらし。遺跡の一部に覆屋を設け，這溝の保存・展観につとめ，主要な遺構には，
その名を表示している。遺跡のそばに遺跡博物館があり，出土遺物を展示し,遺跡案内官をお
き，遺跡案内糾を備えている。ただモヘソジョダｐの都市が水位の上昇及び風化により崩壊
しつつあるのを，いかにくい止めるかが重大な問題である。インドにおける遺跡の調査・保
存・展観方法は，ほぼ西パキスタンと同じである。古建造物の哺修として，アジャンター洞
寫壁画は，かなり剥落止めが施されているｏカジュラホ寺院を飾る彫刻俳をはじめ多くの石
造建築は，きれいに整備されていた。このように，遺跡の発掘調査とともに遺跡の保存・整

備・展観が重要視されているのである。最
後に特筆すべきことは，ニュー・デリーに
ある考古学院が，修士および同程度の学歴
を持つ学生10名に20ヶ川川（内６ヶ川川は，
カリハンガン遺跡の発掘失習）で考古学の専門
課程を研修させ，専門家の養成をはかって

第３図　タキシラ・ジャソディアール遺跡　　　　いることである。　　　　　　（萱原正明）
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公開講演会要旨

大仏背後の山 平安Ill代に築かれ， ：IF：源によって倣去された 大仏背後のl11は， 従来， t，�

二丈市｜川丈の小l11とfげされていたが，その築地WIに行なわれた論6（�を記録した天長4 iF. (827) 

の太政
＇
！＇..－）日；の解説を百：すことによって， 築かれたのは小l Ifではなくて， もっと｜｜｜であったこ

とが判明する。かつ， 論争に参加lした人々は行人， WIW＼， 伐材；j古－に分制されるが， 各人の地

位や川長I�考えてゆけば， '.l,t；見の対ft：の般市！がJ;Jlわれる。ことに投術者については，j告寺ITJ

以後にわかに主主j刊された三山c��！i縦と，j告京大手｛：司ゆかりの木工寮との対決として把侭ーするこ

とが可能である。

架かれた山の具体的な姿は，「東大寺造立（Jli詫記等J， 徹去Illの記録をもとにして山さは6

丈，｝J_�さはおそらく12丈とtfu定される。それを図と校型であらわすと ，頂上は大仏の扇に及ん

で，！？司聞は大仏を三方から回1む程の大きさとなるo M輩J主も半分以と土中に入っていたこと

になる。現在遊撃肢の後半分がかなりよく保存されているのは， このためではあるまいか。

11 lは大仏の磁波を防止する策であったが， 必す
F

しも有効な乎l立ではなかったと忠われる。

なぜならば，汗衡2年（855）に大仏の顕が務下するという ー）；：（＇！；が起るが ， それは111によってあ

まりに瓶休部が国体された結果ではないかと考えられるからである。大仏背後の111は， 文化

財保護事業の先縦ともいうべきであり， 今11の枚々に多くのことを教えている。 （伊藤征リD

七大寺巡礼私記と＋五大寺日記 20ページ参！！日。 、‘，J捻－
 

r，‘、

南都の高僧｛象について 鎌倉II引にの前 一郎のi河川田l像は， 別｜僚に， 当i日＇i'代における新・旧両

回風の種々の級相を示すものとして， 南部絵画！との上からも， またわが国の肖像画史の而か

らみても， 注目される。l町民 とくに法相・三論数字：の初u:m画像においては， 禁良・平安H寺

代以来の鉄総j"//jによる， 色淵の切かるい画風を示す作例が多し、。新派， とくに伴教学の組師

四夙および若干の2荘厳数学のtIL師画像においては， 5iミ回のf;��！平を受け， 高知｜なmi線によって

写貌し， 色感の冷たい画風を示すf'F例がすくなくなし、。鎌倉ll·!j，代の南部川的像の展開は， 南

部教学の復興運動や])l(;W1U輿の迎助と街般に関係しているが， この際， 戒w復興が杭駆的に

新しい宋代文化を受容し， たとえば四分律資持家の学説を受容したのもその一端であるが，

t1l伺i回の而でも謹創IIな写実を恨底とした宋のtll削i回の影平等を， 直接的に受けたのに対し， 法

相もしくは三論の数学復興は， もっぱら伝統復古の而がつよかった点に， その新旧の差異が

あらわれたとみられる。

しかし， この新・｜日両派の折衷は， 立外に宇いll!j,・WIにおこなわれたようである。文永4 '.'j:. 

(1267）主主村�iIの唐招提寺行法像は， 奈良絵仏師の旧派とHf；定される画派の絵師 による， 宋

風間の受5容がみられる。以後， Tt1北ilVJll�i'代以後の南部日伯（象は， 説本的にこの折衷された阿

風の縦方えをr1
－
，心とし， 南部では,!frらしい回風の展開はみられなくなる。 （平Ill 1'D
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家良同立文化財研究所年半R

十一面観音の信仰について 7・81止紀の仏教信仰のなかで ，観音信仰の占める部分は1読め

て大きし、。聖観音はWくおくとしても十一而，不空知索，千手など変化の観背に対する信仰が
立外にさかんであったことは， 文献，J印象の河而からいえる。これら三制背はこのJl」j：代の雑

1'f.'教的信仰を示すものであるが ， これらを受得した京地が行寺ではなく，むしろ能強盗，使協
実行行ーなどず1J'rの仏教者ーであった ..：.�が注目される。このことは， 6 11!：紀以来状回の仏教受谷

のー態絡を示すものとして l長めて興味深し、。Hilち仏教渡米以jjijのl児1M(11�な信仰を， 仏教信仰

とすりかえる｜探当然想像される現世利説的思報を主とする庶民の受容の態容といえる。十一

而観背像は 7 ・ 8 世紀のj印象として，耳凶二法｜怪奇金堂壁画，法隆寺[Wk創刊，，川仏，｝｝JI判 l II川土命制

仏，聖林苛·（象などがま礼lられている。長谷寺本時も，現在の像は天文7(.r c1s3s） の再興ではあ

るが， 当初の阪は811!：紀初頭のj告｛象であり， 更に二月並木時はいまその墜を競いえないが，
天平！併宝 4 ij三（752）ゴミ忠手I]尚によってj告閉されたものであるという。 二月立は史忠和尚の
私寺として十一而慨悔のためにたてたものであるが，"i!1来から若狭のノkが二月立の｜似f1JJ1；）！ ：に
;mじているといわれている。両おの1.;g係は ， ；19.放八(1/f判lのi鉱水の伝説以外にli'(1；たる；；；�をIHIか

ないが ，古代以来1111止までの近畿地ブjの十一而制ff （＇象 j出張地点（国宝，'if（�文化H｛に指定されて
いるものに限った）を地図上におとすと， 大手れから叩 1

＇（，湖京，r/11北を続て若狭に至るル ー トが
II＇， ＊る。有名な湖北の波j恭子l：十一而観'l'ff象もこのル ー トの上にのるものである。 この／レー ト
が大和から若狭へ進んだものか， その逆かは川胞であるが， 少くとも若狭－と二月設と怯ー1··­

而信仰において紡ばれていたことが了解される。なおこれは今後の研究に作つべきで あ る

が， r.t・峰子l二：役立の『｜－ー而観背像の低回が金主の東北l『J�に｛立i位する こ とである。東北は王l；武に
当り， いわば鬼門で・ある。二月堂も京大手r: 0.1111�：zにとっては東北方に当る。このことは古代に
おける十一而信仰の内容を示唆して興味深L、。更に平城7J；の東北方に法F.(f=;'j":があり， JJl花の
d氏名なイーー而観音＇i'f象l士宮の日1w1よりJl!j：代がl経るが， 藤原7§；の東北にも法花守という村指名が
残っている。 これらをつ；めてさらに古代の十一而信仰について訓読研究をつづけて いきた
L、と考えている。 （松下降京）

薬師寺講堂三尊像の原所在についての検討 薬師寺講堂三時像がL、つ， どこから現；il\:lil,；へ移
入されたかについては従来明徴を欠き， 漠然と現誠笠が再建された幕末安l改3 if. (1856）の

知 l阿 茶r自，，守1・7悩5時｛象

入仏供養の頃が考えられていた。したがって

現誹註移入前前の所在も， 「薬師寺古記録抜

主主J （守託、応部tn 4 l9flll7.）守rの｜浪られた記録に

よって， 11\WHI分に同Jl!j:flfj院予］，初当2が-tfUJ!ilされ

ているにすぎなかった。 また同じ「ti記鋭敏

慈」は四院予＇］，肋立以前の所不Eを八条村薬師’ ：；；；

とし， さらに原所布を本薬師寺と伝えている

ため， この三行：の原所花をめぐって本来n,li Y 

;;J,:·！�：.tltとMl提寺本切説とが1よじていた。
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公IJM；件前会要行

この排出では， 従＊の同説ともその依るべき文献が必ずしも信恐jlj:の日L、ものではなく，

L、ずれもなお十分な説得力に欠けることを指摘し， さらに最近硲認された薬（：11i寺近｜止記録，

円；口組によって， 安永9 :.1::. (1780） における内院弥粉症からの講堂跡移入をはじめ， 天19] 3 

年（1783）， 文政2年(1819）の修］！｜！などと ， その後のわ11�－をIりjらかにした0 ;tた， 新しくft{fi

認された1011�：や移入の続titから， 従米の舟｛所干E;[llは｜ ’

l紙に却して再検討されるべきことを桁

附， さらに〈役立三時の江戸ll!j，代以来の西の京新約説が， 近111：における現；，W ·i；；；三1;7
：

ーの.1,W立人イム

と講堂干r:j::ffiのτJHi'iからi｝長jょしたものであることにもふれて， 講叩：三 ·�1：の講当；；砂入をめぐる経

t!,1や薬nm寺論争におけるな誌についても検討した。 （：長谷川 誠）

密教の鎖壇具 平安!Iii'代には密教が感んになり， それとともにj也釦・i!°U＇.＇）の儀 a� も術教

の教義にもとづいて行われている。天台系の IM控糾抄J. 「 l"J来日己」， J＇！；�
－系の「jJQ巻J . 

「'.i,H411－室長、」などにはこのJ主体例が多く記されている。 また， 寺院の修Jlj［工J.J；ミfーによっても，

その実例が10ヶ所ほど発見されている。ひと口に街教による航州共とは言っても， そのJll[納

法や発見された泣物には場合によってし、ろいろならがし、がJl受けられるが ， ヲミ台系と克己系

によって二大別することができる。

この二宗派による）＇I!納il二は， 概ね次のようである。 たとえば天台宗の場介， ヨJ i\ 4 {j'. (10 

56) 2刀15 nから行なわれた一条院のfJt1＼のll!j,には ，予め」�Iiられた火の｝i(vこ1枚の紙を炊き，

その上に輪宝を泣く。そして輪宝のrj I心に械を虫て ， 鎚で械のliJ'（を1080返」 － Jら1111く。次に五．

37.・五－�あるいは倣供与を入れてJ�Hめる。3’E吉宗では ， jミ治2 ＂＂・（1105) 10)1に行わ，hた紙1:;;j

忽II訟の供養の際には，イムJ-'i'iの下のけl火・に11.'=iて ・ 71：香・11；来・五殺などを納めたJffiを7，：色の糸

でからげて月llめ， 械の鋒て－三品＇i愉宝の，1，央を1ll、て1；；；の八 ）jのJ(liの下にJ!Jlめている。械をJll[

めるll!j，には， 鎚で打たずに穴在深く1,.1！ってJil[

めるものとさ；れている。

発抑調子王などによって発見された尖例を見

てもこれらによく介致するものが多L、。 天台

系のものとしては仁和寺・和歌山抜から， 点

言系のものとしては石山寺多宝培・Vl! r,高-':11＇ 大
"r. 3 

御部；・金匹ijlj当ヰ号J＇家｝. .Ji御霊毘などの；o.·.mによっ

て発見されている。 これらは， いずれ も そ

れぞれの教義にもとづいてJ�I！納されたもので

ある。 W21辺 !Jllff,i守I'大御l註鋲ltiJUU土：lktl.巨

註 1 a・（lfUU土金1::Ji!)；で発見されたが， 金1::;,:t；，永 4 '-I三（111ヨ）鋭欠の後，i米延元年干IH�llli'にJil＇納され
たものと考えられている． 仁和寺l土真言宗1JU宗派であるが， このll!i'の｛久子加工II＼の天台座主！心不｝
が滋仰を勤めている。

2 t必.n�. ，，教m雲H会『図�i'i: :ri111,;'j，多ヨZ土目；：修恐rn.l!n』（196111'.3!1 〉
3 9Q ll,i�＇j，『＇!Jlf品iご.＇ff!-t!i'.ら：1ミl,lil'l
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奈良国立文化財研究所要項

２文化財保護法施行2 0 周年記念平城宮衝料館・

覆屋特別公開1 9 7 0 年1 0 月2 0 日～1 1 月８日

見学者14, 747箱。
３平城官跡見学者数

Ｉ研究事業概況

公開講演・現地説明会

1 1 9 7 0 年５月3 0 Ｈ第2 7 向公開識淡会於調査部
「デンマーク・イギリスの遺跡とその保存整

術」I I l I l I 琢。「近縦地方を' ' ' 心とする民

家研究の現状」宮沢智士。

2 1 9 7 0 年９月1 2 1 . 1 於小治川宮跡推定地調査現
場木下正史。

3 1 9 7 0 年９月2 6 日於平城宮推定第１次内裏地
域調査現場宮本長二郎。

4 1 9 7 0年10月311 . 1 . 1 1月７日節28回公開諦淡
会於本所文化財保磁法施行2 0 周年記念
一仏教文化史研究一（ 5 7 ページ）

２，８００

２００

覆屋 ’

49‘805fil
llO,316名’

資料館’

13,836名’
13.836塩’

計

63, 641屯

124. 152塩

区分

1970年度

染計

昭和4 5 年度文部省科学研究費交付金による研究

1００

１００

２００

７
１
０
０
９
６

９
９
２
４
０
８

７
１
１

外国出張

１林国古建築の凋恋研究ならびにその保謹事業
に対する懲見の交換1 9 7 0 年９月2 0 Ｈ～９月
２７｢ ｌ伊藤延男韓国。

２クシヤーン朝文化を中心とする' ' 1 央アジアの
考古学的調査19 7 0年９月41 1～1 1｝17 1 : １

牛川蔦幸インド・パキスタン・アフガニス

タン。

３考古遺跡の調査研究ならびにその保謹事業に
対する意見交換1 9 7 1 年２月1 7 日～３月６Ｆ１
菅原正明パキスタン・インド・タイ。

海外学者招致

紳国文化公報部文化財管理局文化財研究室金東
擬工学士，日本学術振興会外国人奨励研究員に採
川され，滞日1970年12月16日～1971年12月15日
木所が受入れ機関となり，主として建造物研究室
において指導した。

平城宮跡発掘調査指導委員会

1 1 9 7 0 年９月1 8 日於調査部現地視察，藤原
宮跡・飛鳥地方，平城宮跡第6 9 次調査現場。

2 1 9 7 1 年２月2 3 日於調査部４５年度後半の調
査結果, 4 6 年度の計両について指導をうけた。

Ⅱ図書および資料（1 9 7 0 年度末現在）

図書21 , 2 0 6冊 写真72 , 6 4 8点

Ⅲ施設（1 9 7 0 年度）
土地8 6 2 , 9 5 0㎡( そのうち平城宮跡8 5 6 , 5 0 2㎡）土地

建物

' ８０

１００

１００

１００

7２８

１２８

| 存日野ｌ平城｜藤原

研嫌課願｜祁類｜担当者

建物

本務所
倉肱・収蔵庫
] に順
会談察
誰堂
写文案
盗料館
覆騒・展示陳
その他

訓。

943

935

576

3 1 0

二Ｆ

普及事業

１平城宮跡覆爆緋別公開1 9 7 0 年４月2 9 1 . 1 ～５
月５１．１見学者1 , 3 6 5箱。
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七大寺巡礼私記の研究

平城京の復原的研究
断しい巡跡測定法の開
発研究
中国・朝鮮における建

識よび庭悶の韮礎的
建造物の経年的変形に
関する研究一とくに
木造古建築について－
古代における造瓦技術
の研究
弥生時代の木製品につ
いて

古代鉄製工具の研究
吉備出土瓦の研究
科学的方法による産地
分析への試ゑ
蝿文・弥生時代の布
年輪計数表による古建
蕊の年代判定に関する
研究
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坪非情足

り僻延男

牛川恵幸

河原純之

黒崎蔵

佐藤興治
{ 公下正司

沢川正昭

小餓原好彦

藤原武二
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満雪担称年度 塩

Ⅳ予算（1 9 7 0 年度）

人件費75, 424千円物件費197, 221千I Ｕ

Ｖ研究成果刊行物

奈良国立文化財研究所学報

Ⅵ人事移動

（1970年４ﾉ] １日～1971年３ｊ] 31日）
4 ｊｌｌｌｌ文化庁記念物課文化財調査官併任解除

調査部主任研究官併任機l l I 浩一。
研究補佐員採用西弘海・天瓜起雄。
堺務補佐員採用中村葉子・吉田恵美
子。

美術工芸研究室長に外任平川寛。
5 ｊｌｌｌ」文部技官に配世換え西弘海・天' １１

起雄。文部技憎. 採用菅原正明。
6ｊｌｌ｢１二‘ l ¥務怖佐貝採用細川純子･仲井武. ‘ i j o
6 ﾉ 1 1 5 日辞職，神奈川県教育委員会に就任真

鍋俊照。
７月１１１平城宮跡整備管理係擬併任西村隅治。

服務課に配徹換え石川千恵子。
事務補佐負採用布川信子。
研究補佐典採用永野棚. 子･ 山械用子。

7 j l l 3 p 辞職仲井武司。

8ｊｊｌｌ､l

8j l24I：１

９，１１Ｊ

小林剛

綴贈w転卿１１確
溺卜縦鈴木嘉吉
小林剛・守I I 1公夫・浜川隆・杉11 I 二郎
杉111偏三・坪井満足･鈴木溌吉･' １１中稔･ﾆI . : 藤｣蝉･l l I I I l 琢
杉111備誓・坪井･鈴木斑TI f ･工藤･' ' ' ' ' １琢・岡111．瑞本
杉山僑三
小林剛
森撚
守111公夫
坪井･鈴木嘉吉･I I 1I l I稔・二' 二藤･l I l I I l 琢・|剛１１･狩野･河原
椎本･坪井Ⅲ中稔･工藤･沢村･I I l 1I 1啄･岡川･狩野･河原･治水
椎水･坪井･' Ⅱ' ' 1稔・二' 二藤・沢村･川111琢・岡111･狩野･河原
森撚
杉I LI 怖三
守、公夫

鰻Ｉ鯉聯聡原的研究
第３Ｗ文化史論叢
雛４１１奈良時代僧房の研究
第５Ｈ飛鳥寺発掘調査報告

鐘|I ﾘ織織調鋤蛎
第９Ⅱ川原寺発掘調査報告
第１OI I 平城宮跡●伝飛鳥板鎧宮跡発掘洲i f 緋雌

蕊誹羅撫淵姥※
第１‘ l I I 「レース｣と｢金他舎利琳｣に関する研究
第1 5 1 ｝平城宮発揃刷森報告Ⅱ‘ １日瓶地域の細在
第１６Ⅱ平城密発掘調査報告Ⅲｌﾉ 蝶地域の洲在
第１７１１平城宮発掘調森縦告1 Ｖ，I 柵地域湖炎２
鋪1 8Ⅱ小堀遠州の作? ! i ：
第1 9 1 1 ｜藤原氏の氏寺とその院家
輔2 0 1 1 名物製の成虻

畷2９

畷３０
IR31
IiM32
FZ33

咽３

隅３５
IN36
i H37

雛６

称年唆

奈良国立文化財研究所史料

－６１－

箱

文部小: 務官に肌世換え西u l 雌三。
珊務補佐員採j I j l i i i 川血｡f ・

技術補佐負採用渡辺康史。
研究補佐典採用水野和雄。
技能員採用飯Ⅲ信男。
文化ﾉj 皇記念物課文化財調査' 自. にl i i I 』置換
えｍＩＩｌ琢。考古第２閥査室促に配
世換え，飛I Mj 藤原宮跡澗査室長併任
河原純之。考古鋪３i 淵査室長に外任
八災晋。考・占節２調査室主盗任命佐
原真。文部技官に配碓換え渡辺康史。
文部技官採用東野治之。
事務補佐貝採川１１: Ｉ功ひろ災。
辞職，大学セミナーハウスに就任
西村ﾘ係治。砕職，脳岡ﾙ ! : 教育委員会に
就任澗松好雄。辞職上岡三雌. ｆ・
尚怖端子。

当 獣机
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南無阿弥雌仏作善集（複製）
西大寺叡尊伝記集成
仁和寺史料寺誌編１
俊乗坊重源史料集成
平城宮木簡１
仁和寺史料寺誌編２
平城宮木簡ｌ解脱( 別Ｉｌｌ} 〕

唐招捉寺史料１H4５

I Ⅱ沢坦
小林剛
11 1中稔
小林剛
I l I I l 1稔・I j l I l I 戯・狩野・原・撒川拓火・鬼頭・ﾉ川藤似
I l I r l 1稔・狩野・〃' 1藤催
坪井･守111. 111『' １稔・l l I r l 1獣･狩野･原･横川拓尖･工楽・
鬼頭･ 加藤優･ 岩木
l l I r l 1 稔・加藤優・永野柵子

Ig29
IH30
IB38
I839
1H41
IH42
I R44



奈良国立文化財研究所要項

Ⅶ組織規定

文部省設置法披＊昭和2 ‘ ' 年法徽第' 4 6 号昭和43イド６月1511- 部攻正

第3 6 条節4 3 条に規定するもののほか，文化庁に
次の機関を慨く°

国立文化財U暁所（前後略）
節4 1条国立文化財研究所は，文化財に関する洲
査研究，資料の作成及びその公表を行なう機関
とする。

２国立文化財研究所の指称及び位腫は，次のと
おりとする．

名 称｜位冊

東京圃立文化財研究所東京都

奈良国立文化財研究所｜奈良市

３国立文化財研究所には，支所を世くことがで
きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は
文部省令で定める。

文部省設置法施行規則抜雅
昭和28年１月131. 1文部省令2号, 追加昭和‘ 13年6ﾉj 15Ll
文部省令20号，昭和45年４月17日文部省令第' １号

銘５章文化庁の附属機関
第４節国立文化財研究所
第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

鋪123条奈良国立文化財研究所に，所焚を世く。
２所挺は所務を掌理する。
（内部組織）

鰯124条奈良国立文化財研究所に’ 庶務課，美
術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並
びに平城宮跡発掘調査部を瞳く｡
（庶務課の覗務）

鋪125条庶務課においては’ 次の』｣i : 勝をつかさ
どる。

１職員の人珊I : に関する事務を処理すぁこと。
２職員の福利厚生に関する覗務を処理すること.
３公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に
関すること。

４経世及び収入の予算，決算その他会計に関す
る覗務を処理すること。

５行政財産及び物品の管理に関する小: 勝を処理
すぁこと。

６平城宮跡の造椴及び遺物の保全のための警附
に関すること。

７庁内の取締りに関すること。

８前各号に掲げるもののほか，他の所掌に屈し
ない事務を処理すること。

（美術工芸研究室等の本務）

鋪1 2 6 条美術工芸研究室においては，絵画，彫
刻，工芸品，書跡，その他建物以外の有形文化
財及び工芸技術に関する調査研究を行ない’ 並
びにその結果の公表を行なう。

２建造物研究室においては’ 建造物に関する調
査研究を行ない並びにその結果の公表を行なう

３歴史研究室においては，考古及び史跡に関す
る調査研究を行ない，並びにその結果の公表を
行なう。

（平城宮跡発掘洲査部の７室及び蒋務）

第1 2 7 条平城宮跡発掘調査部に，考古第’ 調査
室，考古第２調査室，考古第３調査室，遺職調
査室，計測修景調査室，史料調査室及び飛鳥藤
原宮跡調査室を置く。

２前項の各室（飛鳥藤原宮跡調査室を除く）に
おいては，平城宮跡に関し, 次項から第６項ま
でに定める事務を処理するほか，その発掘を行
なう。

３考古第１調査室，考古第２凋査篭及び考古第
３調査室においては，別に定めるところにより
分担して，遺物（木簡を除く）の保存盤理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

４遺構調査室においては，遺榊の保存整理及び
調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。

５計測修餓調査室においては, 遺構の計測及び
修餓並びにこれらに関する調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。

６史料調査室においては’ 木簡の保作整理及び

調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ

らの結果の公表を行なう。

７飛鳥藤原宮跡調査室においては’ 飛鳥藤原宮

跡の発掘，遺構及び辿物の保存整理及び調査研
究並びにこれらの結果の公表を行なう。

－６２－



所属氏名 ’ 官職｜担当
松下隆章文部技官所長
石藤守雄文部事務官課長
寺尾敏明文部事務官課長補佐
広瀬二朗文部事務官専門員平城事務
岩本次郎文部事務官庶務係長庶務図謹資料
坂口義尚文部事務官会計係長会計

広瀬二朗文部事務官瀧雛( 併任) 平城整備管理
八幡扶桑文部技官（併任）写真
井上政和文部事務官庶務

庶西田健三文部事務官飛鳥藤原事務
加藤建夫文部事務官会計
渡辺康史文部技官平城整備管理
大西蕊文部事務官会計
丹阪信次文部事務官警務員長平城警備
木寅忠雄文部事務官平城警備

務森田光治文部事務官平城警備
岡田博死文部事務官警備
中西建夫文部技官自動車運転
飯田信男文部技官自動車運転
宮本宣代事務補佐員所長家付

課欝討悪繍鰻：：
田中承ちこ事務補佐員庶務
山下久子事務補佐員会計
福住八重子事務補佐員会計
細川純子事務補佐員会計
中坊ひろ美事務補佐員会計
中川かよ子事務補佐員図書資料
森千佳子事務補佐員平城庶務
東田すみ子事務補佐員平城会計
石田信子事務補佐員平城図書資料
梶幸治郎技能補佐員平城保安
石川千恵子研究補佐員平城公開
城本きよの業務補佐員平城庁務
前川重子事務補佐員平城整備管理

員 ( 1 9 7 1年1 0月１日現在）

刻
刻
芸

田中稔文部技官室長
歴研松下正司文部技官（併任）

究藤闇溌撫灘篭
史室加藤優文部技官（併任）

堀池春峰調査員（非常勤〕

築
園
園
築
築
理
築
史
古
古
古
史
史

建
錘
》
建
建
鍵
建
歴
考
考
考
歴
歴

職｜担当

職

福山敏男| 調査員（非常勤〕

鈴木嘉吉文部技官室長

座研識蔦雪劉蕊悪麗
造究細見啓三文部技官（併任〕

物室黙裟箭難: ( 併任）

所属

平

城
宮
跡
発
掘
調
査
部

考
古
第
一

洞
査
室

一
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第
二
調
査
室
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調
査
室

一
造
機
調
査
室

一
計
測
修
景
調
査
室
一
史
料
調
査
室

一
飛
鳥
藤
原
宮
跡
調
査
室

氏名

峠
》
癖
》
“
癖
秘
》
癖
識
》
蹄
嘩
畔
噸
》
》
燕
確
癖
密
雨
》
》
塞
畔
》
》
畢
岬
鍛
惇
癖
獅
》
嘩
癖
岬
癖
癖
群
峰
榊
維
躍
唾
噛
榊
燕
睡
獅
措
轄
榊

横
町
佐
菅
西
黒
山
沢
八
佃
真
山
河
佐
高
小
甲
西
吉
八
工
松
阿
田
岡
沢
細
宮
村
天
藤
牛
藤
伊
田
狩
横
鬼
加
東
河
宮
猪
森
安
木
稲
西
西
天
石
黒
宮
刀

官職

ｊ

室
誹
室
主
室
室

長
・
帳
長
査
長
長

３

室
室
長
主
餅
餅
餅

長
長
晦
査
個
個
働

く

鑑
津
露
窪
鑑
読
舘
鑑
露
詑
癖
擢
癖
峠
癖
控
癖
峰
》
》
癖
癖
癖
癖
》
》
》
癖
》
癖
》
》
僻
》
癖
梧
捲
癖
悟
》
》
癖
》
》
癖
惟
癖
》
》
癖
諮
帝
榊
榊

郵
郵
郵
郵
群
識
獅
認
識
郵
銃
砿
文
文
文
反
‐
戊
文
文
文
文
‐
戊
位
時
げ
ぽ
‐
し
牒
位
時
は
牒
位
卜
反
１
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
文
研
研
研
技

|担当
古
古
古

考
考
考
考古
考古
考古
考古
保存科学
写真
写真
, 写 真

理
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
古
築
築
築
築
築
築
園
園
園
園
史
史
史
史
史
古
築
古
古
古
古
古
古
古
築
古
古
古
運

鏑
考
考
考
考
考
考
考
考
考
考
考
考
考
建
建
建
建
建
建
嘩
》
》
》
歴
歴
歴
歴
歴
考
建
考
考
考
考
考
考
考
建
考
考
考
癖

整

転



■
０
・
０
ｑ
■

一
〉
〃
，
．
。
（
皿
》
《
〕
《
ハ
》
〕
一
望
》
一
（
ハ
叩
ｗ
》

『
０
０
，
一

ＯＦ

ＮＡＲＡＮＡＴＩＯＮＡＬＣＵＬＴＵＲＡＬＰＲＯＰＥＲＴＩＥＳ
ＲＥＳＥＡＲＣＨＩＮＳＴＩＴＵＴＥ

１９７１
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

ＴＥＸＴＰａｇｅ
Ｐｒｅｆａｃｅ…………………………. . ………. …………. ……. ………………. ……………１
Rest orat i onof Canonof t heOri gi nal Da必”s"，CoIossal Buddha．”ぬ〃ｉ
Ｔｅｍｐｌｅ…. . . ……………………………………………. …. ……………: . . ……………・２
Ｖot i vePi c t ur eof t heShi pof t heZz6- ” Hal l ，Yoshi no………･…･……･……６
Res ear c hes onScul pt ur es andPi c t ur es………. . ………………………………･……７
Researchson恥ai - cﾙ６，ａｎOl dTownl ast i ngsi ncel 6thCentury，NaraPref . ( 3)８
Researcheson“ IＮＫＡ（t radi t i onal st yl edhouse）i nI shi kawaPref …………１２
Exper i ment ont heDrai nageof Roof Coveredi nOrt hodoxSt yl e
( ｈo ' z g z z z Uα ' ．α - 如慰) ………………………………･ …･ ……･ ………………………………１４
Reconst ruct i onModeIof aquart erof Bui l di ngonBri ckPl at f orm，Nara
l mpe r i a l P a l a c e …………………………. . ……………. …………. ………………･ ……･ １５
ResearchesonOl dArchi t ectural Si t es，Measurement sandArrangementof
Hi s t o r i c a l Mo n u me n t s ……………………………………………………………………１８
Documentont heReverseof Sﾉi α” "ＺａＡａｅ７Ｉ７｡o"- 7. o"gf s6（鐸摩詞術論論義草）
ｋｅｐｔｉｎｔｈｅＫ６ｚα' 唖Templ e，Ky Ut o…………………………. ．～…．. ………………１９
ＳｔｕｄｙｏｎＳ〃たAi dI 上z城ゾ2" I γe鋤汲2（七大寺巡礼私記) ，‘ Per sonal not eof
pi l gr i mager oundt heSev enTempl es of Nar a，……………………………………２２
Res ear c hes ont heOl dBooks andManus c r i pt s ……………………………………２２
Resear chesont heSi t esof Asuka，Fuj i vvar aandNar aPal ace………･…．．……２３
Excavat i onof t heRoof t i l eKi l n，Ｎｏ．５３ZVZzγ⑳' α７刀αHi l l …………………………３７
Ex c av at i oni nｔｈｅＫａＺ７シ” - / i Templ e………………………･…………･……･……４３
Re s e a r c he s of s omeot he r S i t e s a ndRe l i c s ……………………･……………．．……４５
Sc i ent i f i cMet hods f or Pr es er vat i ｏｎｏｆｔｈｅＳｉｔｅｓａｎｄＲｅｌｉｃｓ……………………５０
Ar r angement of Na r aPa l a c eS i t e（１）…………. …．．………………………………５２
ＧｒｏｗｔｈｏｆＲｏｏｔｓｏｆＰｌａｎｔｓａｎｄｔｈｅｉｒＥ狂ect ont heBui l di ngRemai ns………５３
Br i ef Repor t sont heResear chTour s i nFor ei gnCount r i es……･………．．……５５
Summar i esof t heLect ur esat t heOpenLect ur eMeet i ng……･･……………･…5７
Or gani z at i onandAc t i v i t i esof t heI ns t i t ut e……．．………･…………………･…･･…６０
ＰＬＡＴＥＳ

Ｖｏｔｉｖｅｐｉｃｔｕｒｅｏｆｓｈｉｐ
ＲｅｍａｉｎｓｏｆｔｈｅａｓｓｕｍｅｄｌｓｔＩｍｐｅｒｉａｌＤｏｍｉｃi l e､NaraPal aceSi t e：bui l di ng，
br i c kwal l ands t ai r s
Remai nsof t heassumed2ndl mper i al Domi cl e，NaraPal aceSi t e：pi l l ar
s t one- bas ei nt heEas t Out er - z one
Gardenandrui nedpl at f brm，cal l edFz"･【” zi ya- dﾋﾉαα"，ｏｒｐｌａ㎡ｏｒｍｏｆＯ…?･f da
Pal ac eS i t ei nAs nkadi s t r i c t

RｅｍａｉｎｓｏｆｐｏｎｄｏｆｔｈｅａｓｓｕｍｅｄＯ”αﾉdaPal aceSi t eandt i l ewi t hl ot usdesi gn
e x c a v a t e dt he r e

Remai nsof obl ong- shapedpondpavedwi t hrubbl es，Fuj i waraPal aceSi t e
Reconst ruct i onmodel of abui l di ngonbr i ckpl at f orm，NaraPal aceSi t e
Roof - t i l eki l n，No. ５３ZVZz' ･妙” zaHi l l
l r onsword雨i t hsi l ver - i nl ayedr i ngpommel of gui l t bronzegbef oreandaf t er
t reatment，X- rayphot o

Publ i shedby
NaraNat i onal Cul t ural Propert i esResearchI nst i t ut e

l Vara，１９７１

層1‘

■
■
ｑ
●
■

（
ソ
究
一
Ｑ
・
“
》
‐
．
，
一
一
一
○
《
歩
．
○

ＡＮＮＵＡＬＢＵＬＬＥＴＩＮ

■
国
０
８
８
０
８
国
■
■
．
８
。
■
４

『
’
０
０
｛
《
叩
〆
〈
〕
（
卵
●
垂
官
亜
）
‐
ハ
ハ
一
一
戸
．
｛
画
一
四
）
〈
〆
畠
叩
》
》
｛
》
”
〃
０
（
“
〉
〈
皿
》
（
、
》
『
》
《
”
叩
叩
》
『
０
０
０
｛

『
Ｏ
Ｕ
９
－
竜
興
０
０
｛
『
．
．
，
一
『
’
０
，
｛
『
８
０
，
｛
『
ｉ
９
｛
『
１
０
．
－
『
０
Ⅱ
，
｛
『
０
，
｛
（
叩
〃
売
一
（
叩
／
】

１．
２～４．

０．

６．

７．８．

９．
１０．

１１．１２．
１３．


	AN00181387_1971_hyoushi
	AN00181387_1971_画像
	AN00181387_1971_mokuji
	AN00181387_1971_1
	AN00181387_1971_2_5
	AN00181387_1971_6
	AN00181387_1971_7_11
	AN00181387_1971_12_13
	AN00181387_1971_14
	AN00181387_1971_15_17
	AN00181387_1971_18
	AN00181387_1971_19_21
	AN00181387_1971_22(1)
	page1

	AN00181387_1971_22(2)
	page1

	AN00181387_1971_23_36
	AN00181387_1971_37_42
	AN00181387_1971_43_44
	page1
	page2

	AN00181387_1971_45_49
	AN00181387_1971_50_51
	AN00181387_1971_52_53
	page1
	page2

	AN00181387_1971_53_54
	page1
	page2

	AN00181387_1971_55_56
	page1
	page2

	AN00181387_1971_57_59
	AN00181387_1971_60_63
	AN00181387_1971_urahyoushi



